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１．調査の概要 

 

（１）目的 

本業務は、羽幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に係る羽幌町人口ビジョンを策定

するに当たり必要となる町民などの意識調査を実施し、その基礎資料を作成することを目的と

します。 

 

（２）意識調査の種類及び概要 

意識調査は対象ごとに 5 種類実施しました。アンケート調査の種類と概要は以下のとおりで

す。なお、実際の調査票は、巻末＜資料編＞に掲載しました。 

 

表 アンケートの種類と概要 

番号 調査の種類 設問項目の概要 

１ 高校生アンケート調査 

・高校卒業後の進路と希望する職業 

・羽幌町内での就職の可能性 

・個人属性 

２ 一般向けアンケート調査 

・結婚（婚活事業、メリットとデメリットなど） 

・子育て（子育て経験、子育て支援事業など） 

・人口減少対策（婚姻率の上昇、出生率の上昇、重点産

業分野） 

・個人属性 

３ 転入者向けアンケート調査

・転入理由 

・羽幌町の魅力と不満 

・居住継続の意向 

・個人属性 

４ 転出者向けアンケート調査

・転出理由 

・羽幌町の魅力と不満 

・再転入の可能性 

・個人属性 

５ 企業向けアンケート調査 

・現在と理想の従業員の年齢構成 

・事業活性化に有効な施策内容 

・企業の属性 

 

 

 

 

  



［１．調査の概要］ 

2 

（３）配付回収の方法 

各アンケート票は、下表の方法で配付回収を行いました。 

 

表 配付回収の方法 

番号 調査の種類 配付回収の方法 

１ 高校生アンケート調査 学校を通じてアンケート票を配付回収 

２～５ 

一般向けアンケート調査 

転入者向けアンケート調査 

転出者向けアンケート調査 

企業向けアンケート調査 

郵送によるアンケート票の配付回収 

 

（４）配付対象者と配付数 

各アンケート票の配付対象者と配付数は、以下のとおりです。 

 

表 配付対象者と配付数 

番号 調査の種類 「配付対象者」と「配付数」 

１ 高校生アンケート調査 

北海道羽幌高等学校  ：全校生徒：157 件 

北海道苫前商業高等学校：同  上： 81 件 

北海道天売高等学校  ：同  上： 4 件 

合計              ：242 件 

２ 一般向けアンケート調査 

年齢階級 男 性 女 性 合 計 

20～29 歳 198 件 196 件 394 件 

30～39 歳 198 件 200 件 398 件 

40～49 歳 72 件 72 件 144 件 

50～59 歳 66 件 66 件 132 件 

60 歳～ 66 件 66 件 132 件 

合計 600 件 600 件 1,200 件 

結婚、出産、子育てに関係の深い年齢階級であるため「20

～29 歳」と「30～39 歳」の配付数を多く設定 

３ 転入者向けアンケート調査 
平成 26 年 3 月から 4 月に転入した 20 歳以上の方 

： 82 件 

４ 転出者向けアンケート調査 
平成 26 年 3 月から 4 月に転出した 20 歳以上の方 

：129 件 

５ 企業向けアンケート調査 羽幌町内 200 社を対象に配付（200 件） 
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（５）配付回収のスケジュール 

アンケート票の配付及び回収のスケジュールは以下のとおりです。 

 

表 配付回収のスケジュール 

番号 調査の種類 配付日 回収期日 

１ 高校生アンケート調査 平成 27 年 5 月 18 日（月） 平成 27 年 5 月 22 日（金）

２～５ 

一般向けアンケート調査 

転入者向けアンケート調査

転出者向けアンケート調査

企業向けアンケート調査 

平成 27 年 5 月 26 日（火） 平成 27 年 6 月 8 日（月）

 

（６）配付回収結果 

各アンケート調査の配付回収結果は、以下のとおりです。 

 

表 配付回収数及び回収率 

番号 調査の種類 配付数 回収数（回収率） 

１ 高校生アンケート調査 242 件 225 件 (93.0％) 

２ 一般向けアンケート調査 1,200 件 346 件 (28.8％) 

３ 転入者向けアンケート調査 82 件 42 件 (51.2％) 

４ 転出者向けアンケート調査 129 件 38 件 (29.5％) 

５ 企業向けアンケート調査 200 件 73 件 (36.5％) 
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（７）集計結果の概要 

 

①高校生アンケート調査 

 

 

Ｑ１．性別と学年 

１）性別 

「男性」、「女性」とも概ね５割です。 

２）学年 

「3 年生」が４割弱と最も多く、続いて「１年生」が３割強となっています。 

Ｑ２．出身中学校 

「羽幌中学校」が５割と最も多く、続いて「古丹別中学校」が２割弱となっています。 

 

 

Ｑ１．卒業後の進路希望（進学・就職） 

「進学を希望」が４割強と最も多く、続いて「まだ、わからない」が３割強となっています。 

１）進学を希望する市町村 

「札幌市」が最も多い状況です。 

２）就職を希望する市町村 

「羽幌町」が最も多い状況です。 

Ｑ２．就職を希望する業種 

「公務員・法律・政治系の職業」が最も多い状況です。 

Ｑ３．羽幌町内での就職（希望する業種が町内にある場合） 

「あまり羽幌町での就職を検討してみたいと思わない」が４割弱と最も多い状況です。 

Ｑ３－１．羽幌町内での就職に有効な情報 

「具体的な仕事内容」と「入社後の待遇」が３割弱と多い状況です。 

Ｑ３－２．羽幌町での生活の問題点と快適な生活を送るための工夫 

問題点は、「商業施設や娯楽施設が少ない」が最も多い状況です。 

工夫は、「商業施設や娯楽施設を増やす」が最も多い状況です。 

Ｑ３－３．Ｕターンの可能性 

「わからない」が６割弱、「あまり考えられない、全く考えられない」が２割強となっています。 

Ｑ３－4．Ｕターンする場合の有効な情報 

「具体的な仕事の内容」と「入社後の待遇」が３割弱となっています。 

  

 

主要な意見としては、「仕事や職場を増やす」、「商業施設や娯楽施設を誘致する」があげら

れます。 

  

問１．回答者属性 

問２．進路や就職について 

問３．人口減少対策についての自由意見 
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②一般向けアンケート調査 

 

 

Ｑ１．結婚の有無 

「結婚している」が７割弱と最も多く、続いて「配偶者・パートナーはこれまで得たこと

はない」が２割弱となっています。 

Ｑ１－１．未婚者への結婚希望 

「いずれは結婚したい」が５割と最も多い状況です。 

Ｑ１－２．婚活事業への参加意向 

「まず、参加しない」が３割弱と最も多い状況です。 

Ｑ２・Ｑ３．配偶者などがいることのメリット・デメリット 

メリットの件数がデメリットの件数を上回っています。 

Ｑ４・Ｑ５．配偶者などとの家事などの分担（理想・実際） 

「家事」、「親の介護」、「育児」、「家計管理」、「子どもの教育」について理想と実際に乖離

があります。 

  

 

Ｑ１．子育て経験 

「以前、自分の子どもの子育てをしていた」と「子育てについてほとんど経験がない」が

３割前後となっています。 

Ｑ１－１．子育て経験の勧め 

「ぜひ勧めたい」と「どちらかといえば勧めたい」の合計が８割弱となっています。 

Ｑ１－２．子育ての希望 

「ぜひ子育てしてみたい」と「機会があればしてみたい」の合計が６割強となっています。 

Ｑ２．妊娠、出産、子育ての不安 

「女性」の方が不安を抱えており、「仕事に集中できない」、「精神的・肉体的に不安が大き

い」が多い状況です。 

Ｑ３．子どもの人数 

１）子どもがいらっしゃる方 

「考えていたとおりである」が４割強と最も多く、続いて「現在よりも１人多くほしい

（ほしかった）」が３割強となっています。 

２）子どもがいらっしゃらない方 

「２人ほしい（ほしかった）」が４割弱と最も多く、続いて「子どもの数は考えていない

（いなかった）」が２割強となっています。 

Ｑ４．お子さんが希望する人数より少ない理由・お子さんがいらっしゃらない理由 

１）お子さんが希望する人数より少ない理由 

「家計にゆとりがほしい（ほしかった）」が最も多く、続いて「教育費がかかる」の順と

なっています。 

問１．結婚について 

問２．子育てについて 



［１．調査の概要］ 

6 

２）お子さんがいらっしゃらない理由 

「結婚していない」が最も多く、続いて「子どもはほしいと考えている（考えていた）」

の順となっています。 

Ｑ５．羽幌町での子育てしやすさ 

「子育てしやすい」と「やや子育てしやすい」の合計が３割強となっています。 

Ｑ６．有効な子育て支援策 

「保育所の保育費の負担を軽減する」が最も多い状況です。 

Ｑ７．地域による子育て支援策 

１）子育て支援を受ける立場（利用） 

「できれば利用したい」が 3 割強と最も多い状況です。 

２）サービスを提供する立場（参加） 

「できれば参加したい」が最も多く、３割弱となっています。 

  

 

Ｑ１．婚姻率を高める方法（自由意見） 

主要な意見として、「収入を安定させる、男性の収入を増加させる、結婚に必要な収入を得

る」、「職場を確保する」、「若い世代が雇用を創出する、青年男女が就職できる、共稼ぎでき

る」、「出会いの場をつくる」、「羽幌町の魅力を高める」、「パーティ・合コンの開催」、「経済

的な支援」及び「住宅の確保」があげられます。 

Ｑ２．出生率を高める方法（自由意見） 

主要な意見として、「お祝い金、補助金、出産手当の制度を設ける」、「羽幌町で出産できる

産婦人科の確保」及び「羽幌町で小児科、産婦人科医の常勤化」があげられます。 

Ｑ３．若者の職を確保するために支援する産業分野 

「医療・福祉産業」が最も多く、続いて「水産業」、「農業」の順となっています。 

Ｑ４．その他、人口減少対策（自由意見） 

主要な意見として、「若者、女性などを含めた雇用の確保」、「住宅の確保」があげられます。 

 

 

Ｑ１．性別と年齢 

１）性別 

「女性」が６割弱、「男性」が４割強となっています。 

２）年齢 

「30 歳代」が３割弱と最も多く、続いて「20 歳代」が２割強となっています。 

Ｑ２．職業 

「公務員・団体職員」が３割弱と最も多く、続いて「無職（主婦・学生含む）」と「パート・

アルバイト」が２割弱となっています。 

  

問３．人口減少対策について 

問４．回答者属性（主要なものを抜粋） 
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③転入者向けアンケート調査 

Ｑ１．性別と年齢 

１）性別 

「男性」が７割弱、「女性」が３割強となっています。 

２）年齢 

「40 歳代」が４割弱と最も多い状況です。 

Ｑ２．職業 

「公務員・団体職員」が７割弱と最も多い状況です。 

Ｑ３．出身地 

「北海道内」が７割強と最も多い状況です。 

Ｑ４．転入前後の家族構成 

大部分は、転入前と同様の家族構成である一方、婚姻などによる転入、配偶者や子どもを

転出元に残したままの転入があると推測されます。 

Ｑ５．転入前の住まい 

「札幌市」が最も多い状況です。 

Ｑ６．現在の住まい 

「南 1 条～南７条」が最も多い状況です。 

Ｑ７．転入した時の気持ち 

「羽幌町に魅力を感じて転入した」が 1 件のみで、他は全て「その他」となっています。 

Ｑ８．転入理由 

「仕事の都合」が８割強となっています。 

Ｑ８－１．仕事の都合の内容 

「転勤」が７割強を占めています。 

Ｑ９・Ｑ１０．羽幌町居住の魅力と不満 

魅力は、「自然環境」が最も多く、続いて「食べ物がおいしい」、「通勤・通学」の順となっ

ています。 

不満は、「医療環境」が最も多く、続いて「買物など日常生活」となっています。 

Ｑ１１．羽幌町居住の満足度 

「どちらかといえば満足」が４割強と最も多い状況です。 

Ｑ１２．居住の継続意向 

「将来は町外に引っ越さざるを得ない」が５割弱と最も多い状況です。 

Ｑ１３．人口減少対策などについての自由意見 

代表的な意見として、「観光地としての施設の充実」、「賃貸アパートなどが欲しい」があげ

られます。 

 

  



［１．調査の概要］ 

8 

④転出者向けアンケート調査 

Ｑ１．性別と年齢 

１）性別 

「男性」が７割弱、「女性」が３割弱となっています。 

２）年齢 

「50 歳代」が３割弱と最も多い状況です。 

Ｑ２．職業 

「公務員・団体職員」が７割弱となっています。 

Ｑ３．出身地 

「北海道内」が８割強と最も多い状況です。 

Ｑ４．転出前後の家族構成 

大部分は、転出前と同様の家族構成である一方、単身赴任など（一人世帯）から「夫婦の

み」に戻った世帯や、親あるいは子どもを羽幌町に残したままの転出があると推測されます。 

Ｑ５．転出前の住まい 

「南 1 条～南７条」、「幸町」、「南町」及び「栄町」が多い状況です。 

Ｑ６．現在の住まい 

「札幌市」が最も多く、続いて「留萌市」、「北見市」の順となっています。 

Ｑ７．転出した時の気持ち 

「仕方なく転出した」が３割弱と最も多い状況です。 

Ｑ８．転出理由 

「仕事の都合」が８割強と大部分を占めます。 

Ｑ８－１．仕事の都合の内容 

「転勤」が４割強と最も多い状況です。 

Ｑ９・Ｑ１０．羽幌町居住の魅力と不満 

魅力は、「自然環境」が最も多く、続いて「食べ物がおいしい」、「通勤・通学」の順となっ

ています。 

不満は、「医療環境」が最も多く、続いて「買物など日常生活」、「物価が高い」の順となっ

ています。 

Ｑ１１．羽幌町居住の満足度 

「どちらかといえば満足」が５割強と最も多く、続いて「満足」が３割強となっています。 

Ｑ１２．再居住の意向 

「住みたい」と「住む気はない」が３割強と多く、続いて「わからない」が３割弱となっ

ています。 

Ｑ１３．人口減少対策などについての自由意見 

代表的な意見として、「島・甘えび・炭砿跡を観光資源にする」、「就職場所を増やす」及び

「医療機関の充実」があげられます。 
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⑤企業向けアンケート調査 

Ｑ１．業種 

「その他サービス」が最も多く、続いて「建設会社・工事」、「食料品小売」の順となって

います。 

Ｑ２．事業所の位置 

「南 1 条～南７条」に多くが立地しています。 

Ｑ３．経営者の性別と年齢 

１）性別 

「男性」が８割強、「女性」が１割弱となっています。 

２）年齢 

「60 歳代」が３割強と最も多く、続いて「70 歳以上」が２割強、「40 歳代」が２割

弱となっています。 

Ｑ４．従業員、通勤の状況など（主要なもの） 

１）従業員数 

「10 人未満」が６割強と最も多く、続いて「20 人未満」が２割強となっています。 

２）町外から通勤している従業員の人数 

26 事業所で 97 人となっています。 

Ｑ５．従業員の年齢構成（現在・理想） 

若返りを理想としています。 

Ｑ６．後継者の状況 

「後継者がいないため、自分の代で運営をやめようと思っている」が３割弱と最も多い状

況です。 

Ｑ７．企業の事業活性化や新たな事業展開に役立つと考えられる支援内容 

「観光振興策の支援」と「住宅確保の支援」が多く、続いて「農水産物の新たなブランド

の育成・認証とＰＲ支援」の順となっています。 

Ｑ８・Ｑ９．ＵＩＪターンによる人材の雇用と人口減少対策などについての自由意見 

代表的な意見として、「雇用支援」、「新たな産業としてベントナイト・ゼオライトの事業展

開」及び「海産物、農作物、サフォークなどのブランド化、付加価値化」があげられます。 

 



［（１）高校

２．アン

以下に

ケート調

ぞれ整理

 

（１）高校

 

問１．あな

 

 

 

① 性別 

回答者

はほぼ同

 

表 性別 

番号 

1 男

2 女

3 無

 

 

② 学年 

回答者

ます。 

 

表 学年 

番号 

1 1 年

2 2 年

3 3 年

4 無回

 

 

 

Ｑ１．「性

校生アンケー

ンケート調

に（１）高校

調査、（４）転

理します。 

校生アンケ

なたご自身に

者の性別は、

同数です。 

選択肢

性 

性 

回答 

合計 

者の学年は、

選択肢 

年生 

年生 

年生 

回答 

合計 

性別」と「学

ート調査］ 

調査結果 

校生アンケー

転出者向けア

ケート調査 

について、お

「男性」が 5

肢 回

「3 年生」が

回答

7

6

8

22

 

学年」をお答

ト調査、（２

アンケート調

答えください

50.7％、「女

回答数 

114 

109 

2 

225 

が 36.4％と

数 

75 

67 

82 

1 

25 

答えください

10 

2.女性

48.4%

3年生

36.4%

２）一般向け

調査及び（５

い。 

女性」が 48

と最も多く、

い。（それぞれ

性

3.無回

0.9%

無回答

0.4%

けアンケート

）企業向けア

8.4％となっ

続いて「１

れ一つに○）

回答

%

2年生

29.8%

ト調査、（３）

アンケート調

っており、「男

年生」が 33

 

1.男

50

1年生

33.3%

生

%

）転入者向け

調査の結果を

男性」と「女

3.3％となっ

男性

0.7%

生

%

けアン

をそれ

女性」

ってい



 

 

 

回答

15.6

学校が

 

表 出

 

 

 

 

 

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Ｑ２

答者の出身校

6％、「8．そ

が多い状況で

出身中学校 

号 

 羽幌中学

 天売中学

 焼尻中学

4 苫前中学

 古丹別中

 初山別中

7 鬼鹿中学

 その他 

 無回答 

合計

２．あなたの

校は、「1．羽

その他」が 1

です。 

選択肢 

学校 

学校 

学校 

学校 

中学校 

中学校 

学校 

計 

の出身中学校

羽幌中学校」

4.7％となっ

 

回答数

112

5

1

26

35

8

1

33

4

225

校をお答えく

11

4．苫

中学

11

5．古

中

15

6．初

中学

3.

7．鬼

中学

0.4

」が 49.8％

っています。

 数

2

5

1

6

5

8

1

3

4

5

ください。 

3

苫前

学校

.6%

古丹別

学校

5.6%

初山別

学校

6%

鬼鹿

学校

4%

8．その他

14.7%

％と最も多く

なお、「8．

［（１）高

3．焼尻

中学校

0.4%

9．無回答

1.8%

く、続いて

その他」と

高校生アンケ

2

「5．古丹別

としては、札

ケート調査］

1．羽幌

中学校

49.8%

2．天売

中学校

2.2%

別中学校」が

札幌市内の中

 

が

中



［（１）高校

問２．高校

 

 

回答者の

い」が 30

年生」と「

が 40.2％と

 

図 卒業後

 

 

Ｑ１．卒業

凡

１年生(n

２年生(n

３年生(n

無回答(

合 計(n=

校生アンケー

校卒業後の進

の高校卒業後

0.7％、「就職

２年生」が４

と概ね進路希

後の進路（学

業後は、進学

0%

凡例

=75)

=67)

=82)

(n=1)

=225)

ート調査］ 

進路や職業な

後の進路は、

職を希望」が

４割前後と多

希望が定まっ

学年別） 

 

学又は就職の

10% 20%

進学を希望

37.3%

37.3%

48

41.3%

どについて、

「進学を希望

が 28.0％と

多く、「３年生

っている状況

のどちらを希

30% 4

望

8.8%

%

12 

、お答えくだ

望」が 41.3％

なっています

生」では、「

況です。 

希望しますか

0% 50%

就職を希望

17.3%

25.4%

28.

100.0%

ださい。 

％と最も多く

す。なお、「

進学を希望」

か。（一つに○

60% 70%

望

40.2%

0%

く、続いて

「まだ、わか

」が 48.8％

○、市町村を

80% 90

%

まだ、わから

45.3%

37.3%

30.7%

「まだ、わか

からない」は

％、「就職を希

を記載） 

0% 100%

らない

11.0%

%

からな

、「１

希望」



［（１）高校生アンケート調査］ 
 

13 

 

①進学を希望する市町村 

進学を希望する市町村は、「札幌市」が 52 件と最も多く、続いて「旭川市」が 6 件となっ

ています。 

 

図 進学を希望する市町村（n=75） 

 

 

②就職を希望する市町村 

 就職を希望する市町村は、「羽幌町」が 16 件と最も多く、続いて「札幌市」が 9 件、「未定」

が 7 件となっています。 

 

 

図 就職を希望する市町村（n=41） 
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・
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市
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市
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市
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都
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定
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16
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・
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萌
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管
内

旭
川
市
及
び
周
辺

札
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市

札
幌
市
・小
樽
市

未
定

希
望
な
し

（件）



［（１）高校生アンケート調査］ 

14 

 

 

将来、就職を希望する業種の上位５つは、「1．公務員・法律・政治系の職業」が 45 件と最も

多く、続いて「2．ビジネス系の職業」が 39 件、「13．医療・医療事務系の職業」が 29 件、「21．

コンピューター・ゲーム系の職業」が 28 件及び「15．保育・教育系の職業」が 25 件となって

います。 

 

 

図 将来、就職を希望する業種（n=410） 

 

  

45

39

7

11

1

16

3

13

10

21

7

12

29

18

25

8

17

17

14

21

28

9

0

12

2

4

12

4

5

0 10 20 30 40 50

1．公務員・法律・政治系の職業

2．ビジネス系の職業

3．語学系の職業

4．旅行・観光系の職業

5．公共交通機関の乗り物系の職業

6．ホテル・ブライダル系の職業

7．マスコミ・芸能系の職業

8．音楽・イベント系の職業

9．デザイン・写真・芸術系の職業

10．調理・製菓系の職業

11．栄養系の職業

12．健康・スポーツ系の職業

13．医療・医療事務系の職業

14．福祉系の職業

15．保育・教育系の職業

16．ファッション系の職業

17．理容・美容系の職業

18．自動車系の職業

19．機械・電気・電子系の職業

20．建築・土木・インテリア系の職業

21．コンピューター・ゲーム系の職業

22．動物・植物・フラワー系の職業

23．環境・バイオ系の職業

24．モノづくり系の職業

25．冠婚葬祭系の職業

26．出版系の職業

27．農業、林業、漁業など

28．資産・金融系の職業

29．その他（自由記述）

（件）

Ｑ２．将来どのような業種への就職を希望しますか。（三つまで○） 



 

 

 

 

羽幌

と最も

れない

「あ

な人と

などが

ら」、

 

図 

 

 

Ｑ

１年

２年

３年

無回

合計

幌町での就職

も多く、続い

い」がそれぞ

あまり羽幌町

とかかわった

があげられま

「家族がいる

羽幌町での

３．羽幌町内

む。）を

0

凡例

年生(n=75)

年生(n=67)

年生(n=82)

回答(n=1)

計(n=225)

職に関しては

いて「できれ

ぞれ 25.3％

町での就職を

た仕事がした

ます。一方、

るから」及び

の就職の検討

内に希望する

を検討します

0% 10%

羽幌町で

検討

9.3%

9.0%

14.6%

11.1%

は、「あまり

れば羽幌町で

％となってい

を検討してみ

たい」、「親か

「できれば

び「安心して

討（羽幌町内

 

る業種の雇用

すか。 （一つ

20% 30%

できれば

羽幌町で

22.7%

31.3%

23.2%

25.3%

15

羽幌町での就

での就職を検

います。 

みたいと思わ

から自立した

ば羽幌町での

て働けるから

内に希望する

用先があれば

つに○） 

40% 5

ば

で

あま

羽幌町

考えら

3

100

就職を検討し

検討したい」

わない理由」

たい」及び「羽

就職を検討

ら」などがあ

る業種がある

ば、あなたは

0% 60%

まり

町では

られない

38.7%

32.8%

36.6%

36.0%

羽

考え

0.0%

［（１）高

してみたいと

と「羽幌町

は、「都会に

羽幌町内には

したい理由」

あげられます

る場合） 

は、羽幌町で

70% 80%

羽幌町では

えられない

高校生アンケ

と思わない」

町での就職検

に出て働きた

は働く場所が

」は、「羽幌

す。 

での就職（進

% 90% 1

28.0%

23.9%

24.4%

25.3%

無回答

3

2

ケート調査］

が 36.0％

検討は考えら

たい」、「様々

がないから」

幌が好きだか

進学後を含

00%

1.3%

3.0%

1.2%

2.2%

 

％

ら

か



［（１）高校

 

 

 

羽幌町内

多く、続い

ます。 

企業の就

 

表 羽

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

 

Ｑ３－１

校生アンケー

6．

の

内で就職する

いて「5．入社

就職案内など

羽幌町で就職

号 

羽幌町内

具体的な

社風や社

会社の将

入社後の

羽幌町内

現在は求

特にない

．Ｑ３で 1

たって、

ート調査］ 

5．入社後の

待遇

25.0%

羽幌町内

の住宅情報

7.6%

7．後継

求める企

情報

1.3%

にあたって

社後の待遇」

にあたって

職するにあた

の企業だけ

な仕事内容 

社内の雰囲気 

将来性 

の待遇（給与

の住宅情報

求人していな

い 

 

、または、2

どのような情

4．会社の

将来性

9.3%

の

継者を

企業の

報

%

8．特

3

あると良い情

が 25.0％

は、これらの

たってあると

選

を特定した求

条件、休暇等

（空家情報、

いものの、将

合計

2 をお答え

情報があると

16 

特にない

3.4%

情報は、「2．

％、「3．社風

の情報を提供

と良い情報

選択肢 

求人情報 

等） 

、家賃等の諸

将来、後継者

計 

の方への質問

と良いですか

1．羽

の企業

特定し

情

8

3．社

社内の

18

．具体的な仕

風や社内の雰

供することが

諸条件） 

者を求める企

問です。羽幌

か。（あては

幌町内

業だけを

した求人

情報

.9%

2．具体

仕事内

25.8%

社風や

の雰囲気

8.6%

仕事内容」が

雰囲気」が 18

が求められて

企業の情報 

幌町で就職を

まるもの全て

体的な

内容

%

が 25.8％と

8.6％となっ

ています。 

回答数 

21 

61 

44 

22 

59 

18 

3 

8 

236 

を検討するに

てに○） 

と最も

ってい

にあ



［（１）高校生アンケート調査］ 
 

17 

 

 

 

 

回答を「羽幌町で生活するにあたっての問題点」と「羽幌町で快適な生活を送るための工夫」

に整理すると、以下のとおりとなります。 

「羽幌町で生活するにあたっての問題点」は、「商業施設や娯楽施設が少ない」が 24 件と最も

多く、続いて「就職先が少なくやりたい仕事が限られる」が 16 件、「羽幌町では限界がある」が

9 件となっています。 

「羽幌町で快適な生活を送るための工夫」は、「商業施設や娯楽施設を増やす」が 16 件と最も

多く、続いて「就職する場所を増やす」が 7 件となっています。 

 

●羽幌町で生活するにあたっての問題点 

・商業施設や娯楽施設が少ない：２４件     ・医療施設が少ない：２件 

・就職先が少なくやりたい仕事が限られる：１６件  

・住むところが限られる：１件         ・羽幌町では限界がある：９件 

・子どもの遊び場が少ない：１件        ・交通が不便：６件  

・大学などがない：１件            ・公共施設が少ない：２件 

 

●羽幌町で快適な生活を送るための工夫 

・商業施設や娯楽施設を増やす：１６件     ・実家で生活する：２件 

・就職する場所を増やす：７件         ・イベントを増やす：１件 

・交通の便を良くする：２件          ・子どもを預ける場所を増やす：１件 

 

 

  

Ｑ３－２．Ｑ３で３、または、４をお答えの方への質問です。Ｑ３の理由のほか羽幌町で生活

するのにどのような問題があると感じていますか。また、どのような工夫をすれば

快適な生活を送れると思いますか。（自由に意見を記載） 



［（１）高校

 

 

 

 

回答者の

い、全く考

または、就

 

表 Ｕ

番号

1 

2 

3 

4 

 

Ｑ３－３．

校生アンケー

のＵターンの

考えられない

就職すること

Ｕターンの可

号 

いずれは

わからな

出身地で

られない

無回答 

．Ｑ３で３、

しばらくた

れますか。

3．就職は考え

られない、あ

り考えられな

23.2%

ート調査］ 

可能性につ

」が 23.2％

もあり得る」

可能性 

は出身地で就

ない 

で就職するこ

い 

、または、４

たった後、ま

。（一つに○

え

ま

い

4．

いては、「2

％となってい

」が 10.1％

選

職したい。ま

とは、あまり

合計

４をお答えの

また、出身地

○） 

．無回答

8.7%

18 

2．わからな

いるのに対し

％となってい

選択肢 

または、就職

り考えられな

計 

の方への質問

地に就職（い

い」が 58.0

し、「1．いず

います。 

職することも

ない、または

問です。一度

いわゆるＵタ

2．わか

5

0％、「3．あ

ずれは出身地

もあり得る 

は、全く考え

度、出身地以

ターン）する

1．就職し

就職する

あり得

10.1

からない

8.0%

あまり考えら

地で就職した

回答数 

 14 

80 

え 32 

12 

138 

以外に就職し

ることは考え

したい、

ることも

得る

1%

られな

たい、

し、

えら



 
 

 

 

羽幌

「5．

Ｕタ

 

 

 

 

 

Ｑ３

幌町内にＵタ

入社後の待

ターンにあた

表 Ｕター

番号 

1 羽幌

2 具体

3 社風

4 会社

5 入社

6 羽幌

7 現在

8 特に

 

３－４．Ｑ３

ると

6．羽

住

ターンするに

待遇」がそれ

たっては、こ

ーンするにあ

幌町内の企業

体的な仕事内

風や社内の雰

社の将来性 

社後の待遇

幌町内の住宅

在は求人して

にない 

－３で１を

と便利だと感

5．入社

待

25

羽幌町内の

住宅情報

10.0%

7．後継者を

求める

企業の情報

0.0%

にあたってあ

れぞれ 25.0％

これら情報を

あたってある

業だけを特定

内容 

雰囲気 

（給与条件、

宅情報（空家

ていないもの

お答えの方へ

感じますか。

社後の

待遇

.0%

を

報

8．特にな

12.5%

19

あると便利な

％となってい

を提供するこ

ると良い情報

選択肢

定した求人情

休暇等）

家情報、家賃

のの、将来、

合計 

への質問です

（一つに○）

ない

%

な情報として

います。 

ことが求めら

情報 

賃等の諸条件

後継者を求

す。Ｕターン

 

1．羽幌町

企業だけ

した求人

7.5%

3

4．会社の

将来性

10.0%

［（１）高

ては、「2．具

られています

件） 

求める企業の

ンする場合、

町内の

けを特定

人情報

%

2．具体的

仕事内容

25.0%

．社風や社内

の雰囲気

10.0%
の

高校生アンケ

具体的な仕事

す。 

回

の情報 

どのような

的な

容

内

ケート調査］

事の内容」と

答数

3

10

4

4

10

4

0

5

40

な情報があ

 

と
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問３．人口減少対策について、お答えください。 

 

 

 

自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標ごとに「Ａ．現況課題や方針に関する

意見」と「Ｂ．施策に関する意見」に分けて取りまとめました。 

下線：主要な意見 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

１．地方にお

ける安定し

た雇用を創

出する 

就 労 環 境 の

創出 

●雇用 

・仕事や職場を増やす：１７件 

 

２．地方への

新しい人の

流れをつく

る 

 

観 光 交 流 の

促進 

 

●イベント 

・イベントを開催する：６件 

●ＰＲ 

・羽幌町をアピールして人を呼び込む 

：９件 

●イベント 

・甘えび祭りを増やす：１件 

・プロレスの誘致：１件 

●観光施設 

・リゾート地にする：１件 

●ＰＲ 

・オロ坊などキャラクター活用：３件 

地 域 ブ ラ ン

ドの創出 

●特産品 

・特産品などをつくる：４件 

 

移住・定住 ●住宅 

・住むところを増やす：４件 

●移住 

・移住支援金：１件 

３．若い世代

の 結 婚 ･ 出

産 ･ 子 育 て

の希望をか

なえる 

婚 姻 率 を 高

める 

 ●婚活 

・お見合いパーティーを開催する：３ 

 件 

出 生 率 を 高

める 

 ●子づくり 

・子どもをたくさん産む：４件 

子育て支援 

 

 ●経済的支援 

・他地域に進学しても戻りたくなる支 

援制度：１件 

●公共施設 

・幼児から預かれる託児所：１件 

・長時間預かれる託児所：１件 

 
  

Ｑ１．羽幌町の人口の減少率を軽減、または、人口を増加させていくためのご意見等があり

ましたらお書きください。（自由に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

４．時代にあ

った地域を

つくり、安

心な暮らし

を守るとと

もに、地域

と地域を連

携する 

都 市 基 盤 施

設 

 

●公園 

・公園など子どもが遊べるところを増 

やす：４件 

 

公共交通 

 

●地域公共交通 

・地域交通の発達：３件 

 

地 域 コ ミ ュ

ニティ 

 

●地域コミュニティ 

・福祉施設や高齢者が集まれる場所を 

増やす：４件 

 

医療 

 

●医療 

・医療施設を充実させる：２件 

●医療 

・整形外科や眼科を誘致する：１件 

その他 ●まちづくり 

・まちづくりテーマの検討：１2 件 

（働きやすい、快適で住みやすい、良い

まち、にぎわい、有名な、近代的な、

花で明るくする、若者が来るまち） 

●人口増加 

・人口を増加させる：２件 

●商業娯楽施設 

・商業施設や娯楽施設を誘致する：20

件 

 

●その他 

・その他：６件 

（大人ががんばる、人が来るサービス、

魅力をつくる、まちをきれいにする、

人口ビジョンを公表してＰＲ） 

 
 

 



［（２）一般

（２）一般

 

問１．結婚

 

 

回答者の

トナーはこ

 

表 結婚の

番号 

1 結婚

2 未入

3 配偶

4 配偶

5 無回

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１．あな

般向けアンケ

2．未入籍

同居して

2.6%

3．以前い

ことがあ

6.1%

4．

得

般向けアン

婚について、

の結婚の有無

これまで得た

の状況 

婚している

入籍で同居

偶者・パー

偶者・パー

回答 

なたは結婚し

ケート調査］

籍で

いる

いた

ある

．これまで

得たことは

ない

19.9%

ンケート調査

お答えくだ

無は、「1．結

ことはない」

（配偶者がい

している（パ

トナーが以前

トナーはこれ

 

していますか

 

5．無回答

1.7%

査 

さい。 

婚している」

」が 19.9％

選択肢

いる） 

パートナーが

前いたことが

れまで得たこ

合計 

か。 
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」が 69.7％

％となってい

肢 

がいる） 

がある 

ことはない

1．結婚

してい

69.7%

％と最も多く

います。 

婚

いる

%

く、続いて「

回

「4．配偶者・

回答数 

241 

9 

21 

69 

6 

346 

・パー



 

 

 

未婚

結婚も

 

表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１

婚者の結婚希

もしたくない

表 未婚者の

番号 

1 でき

2 いず

3 それ

4 戸籍

5 でき

6 その

7 無回

１－１．Ｑ１

か。

希望は、「2．

いし、パート

の結婚希望 

きればすぐに

ずれは結婚し

れほどしたく

籍上の結婚に

きれば結婚も

の他 

回答 

3．いずれ

するだ

6.7

4．パートナ

は欲しい

7.8%

5．欲しいと

思わない

17.8%

6．その他

2.2%

１で 3、また

 （一つに

いずれは結

トナーも特に

にでも結婚し

したい 

くないが、い

にこだわらな

もしたくない

 

れ結婚

だろう

7%

ナー

い

とは

い

7．無回

3.3%

たは、4 をお

に○） 

23

結婚したい」

に欲しいとは

選択肢

したい 

いずれ結婚す

ないが、パー

いし、パートナ

合計 

回答

%

お答えの方へ

が 50.0％

は思わない」

することにな

ートナーは欲

ナーも特に欲

2

への質問です

［（２）一般

と最も多く、

が 17.8％と

るだろう 

しい 

欲しいとは思

1．すぐにで

結婚したい

12.2%

2．いずれは

結婚したい

50.0%

す。今後、結

般向けアンケ

、続いて「5

となっていま

回

思わない 

でも

い

結婚したいと

ケート調査］

5．できれば

ます。 

回答数

11

45

6

7

16

2

3

90

 

と思います

 
 

ば



［（２）一般

 

 

 

結婚した

ない」が 2

「1．ぜひ

しない」と

多い状況で

 

表 婚

番号 

1 

2 

3 

4 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１－２．

般向けアンケ

5．

参加

2

たい方とパー

27.5％と最も

ひ、参加した

と「5．まず、

です。 

婚活事業への

ぜひ、参加

多分、参加

わからない

多分、参加

まず、参加

．Ｑ１－１で

は参加され

ケート調査］

4．多分、

参加しない

21.7%

まず、

加しない

27.5%

トナーが欲

も多く、続い

たい」と「2

参加しない

の参加意向 

加したい 

加する 

い 

加しない 

加しない 

 

で 1 から 4

れますか。 

 

しい方の婚活

いて「3．わ

2．多分、参

い」の合計が

選

合計

をお答えの

（一つに○

24 

活事業への参

わからない」

参加する」の

が 49.2％とな

選択肢 

計 

の方への質問

○） 

1．ぜひ、

参加したい

7.2%

2．

参

3．わから

ない

24.6%

参加意向につ

が 24.6％と

合計が 26.0

なっており、

です。婚活事

い

多分、

参加する

18.8%

ついては、「5

となっていま

0％に対し、

、参加しない

事業を行った

5．まず、参

ます。 

「4．多分、

い意向の回答

回答数 

5

13

17

15

19

69

た場合にあな

参加し

参加

答者が

 

 

 

 

 

 

なた
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210

135

208

88

39

92

41

52

53

147

5

12

050100150200250

メリット（n=1,082）

55

61

48

74

66

104

7

86

99

70

4

74

0 50 100 150 200 250

1．精神面

2．経済面

3．子ども

4．社会面

5．友 人

6．家庭・親戚

7．自 立

8．家事と育児

9．生 活

スタイル

11．その他

12．特になし

（件）

デメリット（n=748）

 

 

 

 

 

配偶者（パートナー）を得ることによって生じるメリットとデメリットは、総数でメリットが

1,082 件、デメリットが 748 件となっています。 

メリットの内容は「1．精神面で安定する」が 210 件と最も多く、続いて「3．子どもを産み

育てることができる」が 208 件、「10．老後について安心感が生まれる」が 147 件となってい

ます。デメリットの内容は、「6．配偶者の親や親戚との付き合いが増す」が 104 件、「9．生活

スタイルが限定される」が 99 件、「8．家事・育児などの仕事が増える」が 86 件となっていま

す。 

総合すると、結婚により精神面で安定し子育てできるようになる一方、生活スタイルなどで制

約を受けることにデメリットを感じる回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

図 配偶者（パートナー）を得ることによるメリットとデメリット  

Ｑ２．配偶者（パートナー）を得ることによるメリット（いい影響や利点）は、どのような

ことだと思いますか。（あてはまるもの全てに○） 

Ｑ３．配偶者（パートナー）を得ることによって生じる問題点は、どのようなことだと思い

ますか。（あてはまるもの全てに○） 

←10．老後の安心 

10．配偶者の親の世話→ 
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Ｑ４、Ｑ５の家事などの役割分担についての理想と実際（現実）を比較すると以下の結果とな

ります。 

 

①生計を立てるための仕事 

生計を立てるための仕事は、理想及び実際とも「男性」のウエイトが高く、「男性のみ」と

「男性中心」の合計が６割以上を占めます。 

②家事 

家事は、理想が「女性中心」と「女性のみ」の合計で 62.4％に対し、実際は 88.7％と

26.3 ポイント高く、理想と実際に乖離が見られます。最も乖離が見られる世代別は「40 歳

代、50 歳代」で、「女性中心」と「女性のみ」の合計が 21.4 ポイント高くなっています。 

③育児 

育児は、理想が「女性中心」と「女性のみ」の合計で 53.4％に対し、実際は 70.2％と

16.8％ポイント高く、理想と実際にやや乖離が見られます。最も乖離が見られる世代別は

「20 歳代、30 歳代」で、「女性中心」と「女性のみ」の合計が 19.0 ポイント高くなって

います。 

 

④家計管理 

家計管理は、理想が「女性中心」と「女性のみ」の合計で 47.3％に対し、実際は 67.0％

と 19.7 ポイント高く、理想と実際に乖離が見られます。最も乖離が見られる世代別は「20

歳代、30 歳代」で、「女性中心」と「女性のみ」の合計が 20.9 ポイント高くなっています。 

⑤子どもの教育 

子どもの教育は、理想が「男女同程度」で 49.9％に対し、実際は「女性中心」と「女性の

み」の合計が 46.9％と、理想と実際に乖離が見られます。最も乖離が見られる世代別は「20

歳代、30 歳代」で、「女性中心」と「女性のみ」の合計が 31.0 ポイント高くなっています。 

 

⑥近所や地域での付き合い 

近所や地域での付き合いは、「男女同程度」が理想で 50.9％、実際で 37.1％となってお

り、大きな乖離は見られない状況です。 

  

Ｑ４．配偶者やパートナーと暮らす場合、家事などについてどのように分担し合うことが理

想だと思いますか。 

Ｑ５．この設問は、配偶者（パートナー）がいる方への質問です。現在、家事などについて

配偶者（パートナー）との実際の役割分担は、どのようにしていますか。 
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42.0%

7.7%

4.5%

性

無関

16

9

29.7%

34.5%

56.6%

実）

歳代）

歳代） 

100%

9%

性別

関係

8.8%

5.3%

.5%

9.8%



①

⑤

⑥近

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 配

 

 

凡例

①生計を立てる

ための仕事

②家事

③育児

④家計管理

⑤子どもの教育

近所や地域での

付き合い

⑦親の介護

配偶者などと

n=105 

n=106 

n=104

n=104

n=104

n=106

n=106

0% 20%

例

る

事

児

理

育

の

護

男性

のみ

9.5%

1.9%

男

中

0.9%

1.0%

1.9%

1.0%

4.7%

0.9%

16.0%

23.1%

26.9%

5

47

理

と暮らす場合

4 

4 

4 

6 

6 

% 40%

男性

中心

56.2%

男女

同程度

53.8%

52.8%

7.2%

女

中

61.3%

51.9%

31.7%

13.

想（40歳代

合の家事など

 

29

60% 80%

12.4%

女性

中心

1.0%

%

15.4%

11.3%

.2%

女性

のみ

3.8%

12.5%

1.0%

0.9%

0.9%

無

2

24

25

28.

30.2

37.7%

代、50歳代）

どの分担（理

100%

性別

無関係

21.0%

17.9%

4.0%

5.0%

.8%

2%

%

1

理想・現実）

n=89

n=89

n=82

n=87

n=82

n=87

n=73

［（２）一般

0% 20%

男性

のみ

29.2%

5.7%

1.1%

男性

中心

1.1%

1.2%

8.0%

1.2%

9.2%

1.4%

6.7%

15.9%

16.1%

34.1%

42

32.9%

42.

（40

（40 歳代、

般向けアンケ

40% 60%

性

心

50.6%

男女

同程度

2.5%

女性

中心

7%

53.7%

31.0%

34.1%

19.

34.2%

実際（現実）

0歳代、50歳

50 歳代）

ケート調査］

% 80% 1

12.4%

性

心

2.2

.5%

女性

のみ

43.8%

17.1%

37.9%

18.3%

5.7%

6.8%

性別

無関

5

5

12.2

1

12.2

21.8%

24.7%

代）

 

 
 

100%

2%

別

係

5.6%

5.6%

2%

1.1%

2%



［（２）一般

凡

①生計を立て

ための仕事

②家

③育

④家計管

⑤子どもの教

⑥近所や地域

付き合い

⑦親の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 配偶者

 

 

n=

n=

n=

n=

n=

n=

n=

般向けアンケ

0%

凡例

てる

事

家事

育児

管理

教育

での

介護

男性

のみ

6.8%

2.2%

2.2%

4.4%

2.2%

4.3%

15.6%

24

者などと暮ら

44 

46 

=45 

=45 

=45 

=46 

=45 

ケート調査］

20% 40%

男性

中心

56.8%

男女

同程度

4.4%

60.0%

52.2%

44.4%

65.2%

60.0

理 想（6

す場合の家

 

 

60% 8

度

22.7

女性

中心

0%

44.4%

17.8%

10.9%

31.1%

女性

のみ

4.3%

4.4

1

3

60歳以上）

事などの分担

30 

80% 100%

7% 2.3%

性

み

2.3%

%

4%

15.6%

性別

無関係

9.1%

23.9%

20.0%

8.9%

22.2%

34.8%

24.4%

担（理想・現

n=

n=

n=

n=

n=

n=

n=

0% 20

男性

のみ

23.8%

7.0%

男

中

7.0%

2.8%

9.3%

2.8%

4.7%

17.1%

2

38

36.

実

現実）（60 歳

=42 

=43 

=35 

=43 

=36 

=43 

=36 

0% 40%

男性

中心

33.3%

男女

同程度

0.9%

8.9%

41.9%

.1%

女

51.2%

37.1%

23.3%

3

33

際（現実）（60

歳以上） 

60% 80%

28.6%

女性

中心

4

30.6%

20.9%

3.3%

女性

のみ

37.2%

31.4%

39.5%

13.9%

16.7%

無

27

0歳以上）

100%

.8%

4.8%

%

性別

無関係

4.8%

7.0%

14.3%

2.3%

13.9%

.9%

11.1%



問２．

 

 

 

子育

続いて

をして

 

表

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１

．子育てにつ

育て経験につ

て「5．子育

ている」が

表 子育て経

番号 

1 現在

2 現在

3 自分

日常

4 自分

（携

5 子育

6 無回

１．あなたは

がありま

5

経

ついて、お答

ついては、「2

育てについて

28.6％とな

経験 

在、自分の子

在はしていな

分の子どもで

常的に世話を

分の子どもで

携わっていた

育てについて

回答 

はこれまで、

ますか。（主な

3．きょうだい

親せきの子

を預ったり、

常的に世話

2.6%

4．職業上

携わってい

3.8%

5．ほとんど

経験はない

30.3%

答えください

2．以前、自

てほとんど経

なっています

子どもの子育

ないが、以前

ではないが、

をしている（

ではないが、

た） 

て、ほとんど

 

小学生まで

なもの一つに

いや

ども

、日

話

上、

いる

6．無

4.3

31

い。 

自分の子ども

経験がない」が

す。 

選択肢

育てをしてい

、自分の子ど

きょうだい

（したことが

職業上、保育

ど経験はない

合計 

での子ども

に○） 

無回答

3%

もの子育てを

が 30.3％、

いる 

どもの子育て

いや親せきの

がある） 

育や児童の教

い 

（乳幼児・児

［（２）一般

していた」が

「1．現在、

てをしたこと

子どもを預

教育に携わっ

児童期）の子

1．

子ども

2

2

の

般向けアンケ

が 30.3％と

自分の子ど

回

とがある 

ったり、

っている

子育てに関わ

自分の

もの子育て

28.6%

2．以前、自分

の子どもの子育

て

30.3%

ケート調査］

と最も多く、

どもの子育て

回答数

99

105

9

13

105

15

346

わったこと

分

育

 
 

て



［（２）一般

 

 

 

子育て経

どちらかと

ています。

 

表 子

番号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１－１．

般向けアンケ

経験者が考え

といえば勧め

 

子育て経験の

ぜひ勧めた

どちらかと

あまり勧め

勧めたくな

わからない

無回答 

Ｑ１で 1 か

経験をする

3．あま

勧めたく

2.2%

4．勧めたくな

0.9%

5．わからな

18.1%

ケート調査］

える子育て未

たい」の合計

の勧め（子育

たい 

といえば勧め

めたくない 

ない 

い 

 

から 4 をお

ることを勧め

まり

くない

%

ない

ない

 

経験者への子

計が 75.7％

て未経験の方

選

めたい 

合計

お答えの方へ

めたいと思い

6．無回答

3.1%

32 

子育て経験の

％となってお

方へ） 

選択肢 

計 

 

の質問です。

いますか。（一

答

の勧めは、「

おり、子育て経

。子育て未経

一つに○）

1．

勧

3

2．どち

いえば勧

42.5

「1．ぜひ勧め

経験を勧める

経験の人に対

ぜひ

めたい

33.2%

らかと

勧めたい

5%

めたい」と

る声が大半を

回答数 

75

96

5

2

41

7

226

対して、子育

「2．

を占め

 

 

 

 

 

 

 

育て



 

 

 

子育

してみ

子育

 

表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１

育て未経験者

みたい」の合

育て経験者の

表 子育ての

番号 

1 ぜひ

2 機会

3 あま

4 子育

5 わか

6 無回

－２．Ｑ１

子育

3．あま

子育てし

たいと思

い

14.3%

4．子育て

したくない

3.8%

5．

者が考える子

合計が 61.9

の勧めたい傾

の希望（子育

ひ子育てして

会があれば子

まり子育てし

育てしたくな

からない 

回答 

で 5 をお答

育てをしてみ

まり

してみ

思わな

%

わから

ない

16.2%

子育ての希望

9％となって

傾向と未経験

育て未経験者

てみたい 

子育てしてみ

してみたいと

ない 

 

答えの方への

みたいと思い

33

6．無回答

3.8%

望は、「1．ぜ

ており、子育

験者の経験し

者） 

選択肢

みたい 

と思わない

合計 

の質問です。

ますか。（一

あ

て

ぜひ子育てし

育て経験を希

したい傾向が

結婚するか

一つに○）

［（２）一般

1．ぜひ子育

てしてみたい

30.5%

2．機会が

あれば子育

てしてみたい

31.4%

してみたい」

望する声が大

が類似した結

しないかを別

般向けアンケ

育

い

と「2．機

大半を占めて

結果となって

回

別にして考え

ケート調査］

機会があれば

ています。

います。 

回答数

32

33

15

4

17

4

105

えた場合、

 
 

ば



［（２）一般向けアンケート調査］ 

34 

 

 

 

妊娠、出産、子育てに関しては「女性」の方が不安を多く抱えており、「3．仕事に集中できな

い」が 112 件、「4．精神的・肉体的に不安が大きい」が 106 件、「5．余暇の時間が持てない」

が 87 件と多くなっています。また「8．その他」の内容は、産婦人科などの病院がないという

回答が 10 件ありました。 

 

図 妊娠、出産、子育てに関する不安（男女別）（男性 n=311、女性 n=538） 

 

●その他の内容 

・病院など施設が少ない（産婦人科など）：10 件 

・夫が協力してくれるかが不安：1 件 

・片親になった時、大変：1 件 

・子どもの年齢制限なく預かってくれるところがないこと：1 件 

・ママ友との交流：1 件 

・質の良い教育：1 件 

32

19

76

47

46

19

32

7

15

18

72

42

112

106

87

34

53

13

13

6

0 50 100 150

1．仕事をするチャンスが

減る（無くなる）

2．経済的に苦しくなる

3．仕事に集中できない

4．精神的・肉体的に

負担が大きい

5．余暇の時間が持てない

6．家庭の外の人と交流する

機会や時間が減る

7．行動範囲が狭くなる

8．その他（自由記述）

9．特にない

10．わからない

（件）

男性 女性

Ｑ２．妊娠、出産、子育てに関する不安は、どのようなところにあると思いますか。（あては

まるもの全てに○） 



 

 

①現在

えて

た）

 

表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３

在、お子さん

「現在、お子

ていたとおり

）」が 31.6％

表 希望する

番号 

1 現在

2 現在

3 現在

4 現在

5 子ど

３．お子さん

考えていた

とおり

44.0%

考

んがいらっし

子さんがいら

りである」が

％となってい

る子どもの人

在よりも１人

在よりも２人

在よりも３人

在の子どもの

どもの数は考

んは何人ぐら

た

考えていない

14.5%

しゃる方 

らっしゃる方

が 44.0％と

います。 

人数（お子さ

人多くほしい

人多くほしい

人多くほしい

の数は、 考え

考えていない

 

らいほしいで

35

方」の希望す

最も多く、続

さんがいらっ

選択肢

い（ほしかっ

い（ほしかっ

い（ほしかっ

えていたとお

い（いなかっ

合計 

ですか（ほし

現在

３人

2

する子どもの

続いて「現在

っしゃる方）

た） 

た） 

た） 

おりである

た） 

しかったです

［（２）一般

現在よりも

１人多く

31.6%

現在より

２人多

7.3%

在よりも

人多く

.6%

の人数は、「現

在よりも１人

 

すか）。 （一

般向けアンケ

も

りも

く

現在の子ども

人多くほしい

回

一つに○） 

ケート調査］

もの数は、考

い（ほしかっ

回答数

61

14

5

85

28

193

 
 

考



［（２）一般

ほ

②現在、お

「現在

った）」が

となって

 

表 希

番号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

 

 

 

般向けアンケ

出

ほしいとは思わ

11.0%

考

お子さんがい

在、お子さん

が 36.0％と

ています。 

希望する子ど

１人ほしい

２人ほしい

３人ほしい

出来る限り

ほしいとは

子どもの数

ケート調査］

出来る限り多く

7.4%

わない

考えていない

24.3%

らっしゃら

がいらっしゃ

と最も多く、

もの人数（

い（ほしかっ

い（ほしかっ

い（ほしかっ

り多くほしい

は思わない

数は考えてい

 

 

く

ない方 

ゃらない方」

続いて「子ど

お子さんがい

選

った） 

った） 

った） 

い（ほしかっ

（思わなかっ

いない （い

合計

36 

１人

8.8%

３人

12.5%

」の希望する

どもの数は考

いらっしゃら

選択肢 

った） 

った） 

いなかった）

計 

人

%

２人

36.0

る子どもの人

考えていない

らない方）

 

人

0%

人数は、「２人

い（いなかっ

人ほしい（ほ

った）」が 24

回答数 

12

49

17

10

15

33

136

ほしか

4.3％

 

 

 

 

 

 

 



［（２）一般向けアンケート調査］ 
 

37 

 

 

 

 

「現在、お子さんがいらっしゃる方」が考えていたよりも子どもの人数が少ない理由は、「4．

家計にゆとりがほしい（ほしかった）」が 34 件と最も多く、続いて「10．教育費がかかる」が

30 件となっています。理想の子どもの人数を実現するためには、家庭の経済事業が大きく左右

することがわかります。 

一方、「現在、お子さんがいらっしゃらない方」のお子さんがいらっしゃらない理由は、「結婚

していない」が 65 件と最も多く、続いて「子どもはほしいと考えている（考えていた）」が 37

件となっています。 

 

図 考えていた子どもの数が少ない理由 

（お子さんがいらっしゃる方 n=186・お子さんがいらっしゃらない方 n=221） 

3

22

7

34

12

6

6

8

7

30

12

1

0

1

0

11

11

4

11

65

37

2

21

13

2

4

5

0

17

5

5

9

11

6

6

3

3

7

0 10 20 30 40 50 60 70

1．結婚していない（いなかった）、

パートナーがいない（いなかった）

2．子どもはほしいと考えている

（考えていた）

3．住宅が狭い（狭かった）

4．家計にゆとりがほしい

（ほしかった）

5．仕事と育児の両立が難しい

（難しかった）

6．身近に子育てを手伝ってくれる

人がいない（いなかった）

7．子育て支援サービスが

充実していない（いなかった）

8．配偶者と意見が合わない

（合わなかった）

9．他の子どもに手が回ら

なくなる（回らなかった）

10．教育費がかかる

11．育児の身体的・精神的な

負担が大きい

12．夫婦で楽しむ時間を

大切にしたい（したかった）

13．趣味やレジャーの時間を

大切にしたい（したかった）

14．子育てに自信がない

（なかった）

15．子どもが苦手だから

（だった）

16．健康上の理由で

17．年齢的な理由で

18．その他（自由記述）

19．特に理由はない

（件）

現在、お子さんがいらっしゃる方 現在、お子さんがいらっしゃらない方

Ｑ４．Ｑ３の「現在、お子さんがいらっしゃる方」で１から３をお答えの方と「現在、お子さ

んがいらっしゃらない方」への質問です。「考えていたよりもお子さんの数が少ない理

由」、あるいは、「お子さんがいらっしゃらない理由」について、該当するものがあれば

お答えください。（三つまで○） 



［（２）一般

 

 

羽幌町で

が 34.7％、

「子育てし

がやや子育

表 羽

番号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 羽幌町

Ｑ５．羽幌

凡

男性(n=14

女性(n=19

不明(n=

合計(n=34

般向けアンケ

での子育ての

、「3．やや子

しやすい」と

育てしづらい

羽幌町での子

子育てしや

やや子育て

やや子育て

子育てしづ

わからない

無回答 

町での子育て

幌町は、子育

0%

凡例

45)

93)

=8)

46)

子育

しやす

6.2%

8.3%

7.5%

ケート調査］

4．子

づ

17

5．わから

い

24.3%

のしやすさは

子育てしづら

と「子育てし

と感じられ

子育てのしや

やすい 

てしやすい 

てしづらい 

づらい 

い 

てのしやすさ

育てしやすい

20%

育て

すい

12.5%

やや子

しや

23.4%

30.1

27.2%

 

育てし

らい

7.1%

な
6．無回

4.9%

、「1．子育

らい」と「4

づらい」は概

る傾向にあり

すさ 

選

合計

（男性・女性

い環境にある

40

子育て

すい

%

やや子

しづ

20.7

38 

回答

育てしやすい

4．子育てしづ

概ね同数です

ります。 

選択肢 

計 

性）

ると思います

0%

25.0%

子育て

づらい

7%

18.1%

19.1%

子

しづ

1．子育

やすい

7.5%

2．

て

3．やや

てしづら

19.1

」と「2．や

づらい」の合

す。これを男

すか。（一つ

60%

子育て

づらい

20.0%

15.5%

17.1%

わか

てし

い

%

やや子育

てしやすい

27.2%

子育

らい

%

やや子育てし

合計が 36.2

男女別に見た

に○） 

80%

12.5

からない

26.2%

23.8%

24.3%

無

しやすい」の

2％となって

た場合、男性

回答数 

26

94

66

59

84

17

346

 

100%

5%

%

無回答

3.4%

4.1%

4.9%

の合計

おり、

性の方
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妊娠や出産、子育てのための支援策は、「3．保育所の保育費の負担を軽減する」が 124 件と

最も多く、続いて「6．幼稚園の入園料や月々の保育料を軽減する」が 119 件、「11．子どもの

遊び場を増やす」が 114 件となっています。 

上位２つが経済的な支援で、第３位が子どもの遊び場を代表とする子育て環境となっています。 

 

図 妊娠や出産、子育てのための支援策（n=760） 

 

  

33

13

124

11

2

119

9

65

92

106

114

37

35

0 50 100 150

1．保育所を増やす

2．保育所のサービスを充実する（例えば：自由記述）

3．保育所の保育費の負担を軽減する

4．幼稚園を増やす

5．幼稚園の教育内容を充実する（例えば：自由記述）

6．幼稚園の入園料や月々の保育料を軽減する

7．認定子ども園を増やす

8．子育てサークルなど地域活動を充実する

9．冬の移動手段や遊び場の設置

10．子育てしやすい居住環境

11．子どもの遊び場を増やす

12．その他（自由記述）

13．わからない

（件）

Ｑ６．妊娠や出産、子育てをするにあたって、どのような支援策があれば良いと思いますか。

特にあてはまるものをお答えください。（三つまで○、一部必要な事項を記載） 
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●2. 保育所のサービスを充実する（例えば：自由記載） 

・病気の児童も預かってくれるところ：2 件  ・夜間も預かってくれるところ：1 件 

・学童保育：1 件  ・保育園の建替え：1 件 ・児童送迎のサービス：1 件 

・早朝から深夜まで預かってくれるところ：1 件 

 

●5．幼稚園の教育内容を充実する（例えば：自由記述） 

・現在は、教育というレベルではない 

 

●12.その他自由記述 

・医療施設の充実（産婦人科、小児科）：17 件 

・経済的な支援（出産祝い金、予防接種、出産失業給付、出産費用、育児助成金）：8 件 

・幼稚園や保育園への送迎サービス：1 件    ・育児休暇制度の導入：1 件 

・屋内の遊び場：1 件             ・小中高校の充実：1 件 

・病気の児童も預かってくれるところ：1 件      ・教室数の充実：1 件 

・若い世代の育児教室の開催：1 件       ・保育園への入園要件の緩和：1 件 

 

  



 

 

 

 

①子育

地

続い

と回

 

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７

育て支援サー

地域による子

いて「1．ぜ

回答していま

地域による

番号 

1 ぜひ

2 でき

3 あま

4 利用

5 わか

6 無回

 

 

 

７．地域ぐる

があれば

みたいと

ービスを受け

子育て支援の

ひ利用したい

ます。 

る子育て支援

ひ利用したい

きれば利用し

まり利用した

用したいと思

からない 

回答 

るみで子育て

ば、あなたは

と思いますか

3．あまり利

したいと

思わない

9.5%

4．利用した

と思わな

5.5%

5．わからな

18.5%

ける立場とし

（現在

の利用につい

い」が 26.0

援の利用 

い 

したい 

たいと思わな

思わない 

 

てを支援しよ

は利用したり

か。（それぞれ

利用

と

い

たい

い

ない

41

して 

在、子育てし

いては、「2．

0％となって

選択肢

ない 

合計 

ようという子

り、または、

れ一つに○）

6．無回答

7.2%

していない方

できれば利

ており、合計す

子育て支援サ

担い手（サ

） 

［（２）一般

方は、子育て

用したい」が

すると約６割

サービスや託

サービス提供

1．ぜひ利用

したい

26.0%

2．できれば

利用したい

33.2%

般向けアンケ

てしていると

が 33.2％と

割の方が「利

回

託児ボランテ

供側）として

用

ケート調査］

と想定して）

と最も多く、

利用したい」

回答数

90

115

33

19

64

25

346

ティアなど

て参加して

 
 

 



［（２）一般

②子育て支

地域に

く、続い

サービ

ど、地域

 

表 地域

番号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

般向けアンケ

支援サービス

による子育て

いて「5．わか

ビスの中心と

域による子育

域による子育

ぜひ参加

できれば参

あまり参加

参加したい

わからない

無回答 

4．

と

5．わか

24

ケート調査］

スの担い手（

支援への参加

からない」が

なる組織づ

て支援につ

育て支援への

したい 

参加したい 

加したいと思

いと思わない

い 

 

参加したい

と思わない

16.2%

からない

4.6%

 

提供者）と

加については

が 24.6％と

くりや、「5

いて検討して

参加 

選

 

思わない 

い 

合計

6．無回答

6.4%

42 

して 

は、「2．で

となっていま

5．わからな

ていくことが

選択肢 

計 

答

きれば参加

ます。 

い」と考える

が考えられま

1．ぜひ参加

したい

10.7%

2

参

3．あま

した

思わ

14

したい」が

る層を対象と

ます。 

加

．できれば

参加したい

28.0%

まり参加

たいと

わない

4.2%

28.0％と最

とした啓蒙活

回答数 

37

97

49

56

85

22

346

最も多

活動な
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問３．人口減少対策について、お答えください。 

 

 

 

自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標である「３．若者の結婚・出産・子育

ての希望をかなえる」の「結婚」に関わる内容を、「Ａ．現況課題や方針に関する意見」と「Ｂ．

施策に関する意見」に分けて取りまとめました。 

下線：主要な意見 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

婚姻率を高

める 

 

●雇用 

・収入を安定させる、男性の収入を

増加させる、結婚生活に必要な収

入を得る：２０件 

・職場を確保する：20 件 

・若い世代の雇用を創出する、青年

男女が就職できる、共稼ぎでき

る：１5 件 

・職場を選べる環境をつくる：１件

・男が働き女は家庭を守る：１件 

●婚活 

・出会いの場をつくる（若者・中高

年・お見合い）：２５件 

・理想を高く持たない：１件 

●住宅 

・住宅の確保：６件 

●その他 

・羽幌町の魅力を高める：１２件 

・羽幌町は離婚率が高い：２件 

・必要な施設を整える：１件 

・転入者を受け入れる：１件 

・変化のあるライフスタイルをつく

る：１件 

・結婚の良い面をアピールする： 

1 件 

・出産への不安の解消：１件 

・いい事例を見つける：１件 

・検証を行う：１件 

●雇用 

・定時での帰宅：３件 

・職を斡旋する場所を確保する：１件 

・男女を一定割合で雇う：１件 

・老人介護施設を誘致する（若者の雇用）： 

１件 

・男女が平等に働ける：１件 

●婚活 

・パーティー・合コンの開催：12 件 

・ＴＶの番組放送：６件 

・結婚斡旋業：３件 

・都市と町村で婚活支援：３件 

・成人講座：３件 

・農業や漁業の体験型婚活イベント：１件 

・自分でみつける：１件 

・行政の施策として推進：１件 

・他市町村と女性を入れかえる：１件 

・婚活イベントの開催：１件 

・男女の出会いの場として介護施設を誘致： 

１件 

・幸せな結婚事例の紹介：１件 

・再婚がみとめられる風潮：１件 

・スポーツを通して異性と知り合う：１件 

●経済的支援 

・経済的な支援（税制・住宅・子育て・出産

・結婚）：１５件 

●住宅 

・住宅の確保（民間・公共）：１０件 

●出産・子育て 

・出産、子育てのための施設を整える：５件

●その他 

・施設を確保（大学、特色ある高校、商業、

レジャー）：３件 

・学校授業で婚姻率を高める教育を行う：１

人 

 

Ｑ１．婚姻率を高める方法として、効果的と思われる方法がありましたらお書きください。（自

由に意見を記載） 
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自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標である「３．若者の結婚・出産・子育

ての希望をかなえる」の「出産」に関わる内容を、「Ａ．現況課題や方針に関する意見」と「Ｂ．

施策に関する意見」に分けて取りまとめました。 

下線：主要な意見 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

出 生 率 を 高

める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●経済的支援 

・子育て世帯に対する助成：７件 

・金銭的な支援：６件 

・不妊治療などへの支援：２件 

・出産後の特典：１件 

・税負担をなくす：１件 

・出産件数が増えるほど楽になるような

制度、支援の充実：１件 

・教育費の出費が多く大変：１件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●医療施設 

・羽幌町で出産可能な医療体制の確立 

：７件 

・医療体制の充実化：６件 

・産婦人科と小児科の医療体制の整備 

：３人 

・小児医療の充実：１件 

 

 

 

 

 

●経済的支援 

・お祝い金、補助金、出産手当の制度を

設ける：２３件 

・出産するまでの間の病院代、交通費の

補助：４件 

・保育料、幼稚園、学費の無料化：３件

・子育て世代の税制面での優遇：２件 

・保育所や幼稚園、託児所などの利用料

の軽減：２件 

・教育費助成：２件 

・塾代助成：２件 

・手当を出して病院代や保育料を安くし

負担を軽くする：2 件 

・育休の給付制度の充実：２件 

・羽幌町ならではのお祝い品：２件 

・不妊治療に対する費用の補助：２件 

・育児用品などの割引チケットの配付す

る：１件 

・各ワクチンの補助やオムツ代の補助 

：１件 

・医療費負担の継続：１件 

・未就学児の公的サービスの無料化 

：１件 

・給食費を自治体で負担：１件 

 

●医療施設 

・羽幌町で出産できる産婦人科の確保 

：１７件 

・羽幌町での小児科、産婦人科医の常勤

化：11 件 

・病院が欲しい：１件 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．出生率を高める方法として、効果的と思われる方法や希望する支援などがありました

らお書きください。（自由に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

出 生 率 を 高

める 

 

●子育て環境 

・子育て支援：５件 

・仕事と育児がしやすい環境：４件 

・子育てしやすい支援・環境の提供 

：３件 

・子どもを気軽に預けられる場所を設け

る：２件 

・横のつながりのある町全体の子育てサ

ポート：２件 

・広めの町営住宅に入れず、2 人目、3

人目の出産にふみきれない：１件 

・出産後のフォローも考えた行政：１件

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他 

・収入の安定、向上：５件 

・保育、教育サービスの充実化：２件 

・生活の安定：２件 

・若い時代の人を教育する：１件 

 

●子育て環境 

・保育所、託児所やベビーシッターの充

実：５件 

・一時的にも託児できる施設をつくる 

：３件 

・出産、育児に関する勉強会の実施 

：３件 

・子どもを遊ばせる場所の確保：２件 

・土・日に託児できる場の増加：１件 

・講習を受けた 60 歳以上の町民による

安価なベビーシッター：１件 

・子どもが病気でも預けられるような場

所や施設の確保：１件 

・留守家庭児童、児童館、習い事など、

放課後子どもを見てくれるサービス

の充実：１件 

・子どもが増えた世帯のための住宅を充

実させる：１件 

・妊娠可能な世帯に、必要な支援や不安

などに対する支援を聞き取る：１件 

・男女問わずに希望者全員の育児休業 

を認める：１件 

 

●その他 

・高校生や中学生が幼児と触れ合う機 

会をつくり、子どもが身近な存在に 

なるようにする：２件 
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若者等の職を確保するための重点産業分野は、「10．医療・福祉産業」が 139 件と最も多く、

続いて「4．水産業」が 104 件、「1．農業」が 101 件となっています。これらの選択肢は、地

方創生に関わりの深い日本版 CCRC※の推進や農業、水産業及び観光など基幹産業の振興に関連

する産業分野であり、今後、地域振興を見据えた支援が求められています。 

 

 

図 若者等の職を確保するための重点産業分野（n=752） 

 

 
※：日本版 CCRC とは…「東京圏をはじめとする高齢者が、自らの希望に応じて地方に移り住み、地域社会において健康でア

クティブな生活を送るとともに、医療介護が必要な時には継続的なケアを受けることができるような地域づくり」 

日本版 CCRC 構想（素案）（2015.6 日本版ＣＣＲＣ構想有識者会議）より 

  

101

7

19

104

72

93

30

80

38

139

11

58

0 20 40 60 80 100 120 140 160

1．農業

2．林業

3．畜産業

4．水産業

5．商業

6．観光産業

7．建設業

8．製造業

（食品加工業など）

9．エネルギー産業

（風力発電など）

10．医療・福祉産業

11．その他

12．産業全般を

均等に支援する

（件）

Ｑ３．若者等の職を確保するために、どのような産業分野を重点的に支援することが良いと

考えますか。（三つまで○） 
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自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標ごとに「Ａ．現況課題や方針に関する

意見」と「Ｂ．施策に関する意見」に分けて、取りまとめました。 

下線：主要な意見 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

１．地方にお

ける安定し

た雇用を創

出する 

 

 

基 幹 産 業 の

育成・支援 

●基幹産業振興 

・第１次産業の担い手として雇用を 

創出：４件 

●企業誘致 

・企業誘致：３件 

 

●新規就農 

・新規就農者への土地や住宅などの 

支援：２件 

●企業誘致 

・刑務所、原子力、自衛隊、食品加工会

社、カジノを誘致：５件 

・自然を活かした企業を誘致：１件 

・土地の無償貸与：１件 

地 元 産 業 の

育成・支援 

●企業育成 

・企業を支援して仕事や雇用を創出す

る：５件 

 

就 労 環 境 の

創出 

●雇用 

・若者、女性などを含めた雇用の確保：

２９件 

・収入増加：４件 

・就業支援：１件 

●雇用 

・空店舗を活用した雇用創出：１件 

・正社員化：1 件 

その他 ・ふるさと納税の拡大：１件  

２．地方への

新しい人の

流れをつく

る 

観 光 交 流 の

促進 

 

●イベント 

・イベントの充実：２件 

●観光施設 

・観光施設の整備：１件 

・観光振興：１件 

●観光施設 

・新たな観光スポット（化石、桜並木、

海岸線のカフェ）：4 件 

・ＰＲ（天売・焼尻、化石、甘エビ）：

３件 

●観光バス 

・観光無料バスの運行：１件 

地 域 ブ ラ ン

ドの創出 

 

 ●地域ブランド 

・流行に左右されないもの：１件 

・地域ブランドを考える体制づくり：１

件 

・コメや水産物の活用：１件 

移住・定住 ●移住 

・移住支援策の検討：５件 

●住宅 

・住宅の確保（住環境、高齢者と若者、

離島）：１1 件 

・若者にとって住みよく魅力あるまちづ

くり：８件 

●移住 

・移住支援金などの検討：７件 

・移住者への住宅提供：２件 

・移住者相談・ＰＲ：２件 

●住宅 

・住宅を増やす（公営住宅、単身者住宅、

新築建築支援）：３件 

 

Ｑ４．その他、人口減少対策に効果的と思われる方法がありましたらお書きください。（自由

に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

婚 姻 率 を 高

める 

 ●婚活 

・若者の婚活支援：１件 

出 生 率 を 高

める 

 ●経済的支援 

・出産への経済的支援：１件 

●その他 

・結婚にとらわれない出産：１件 

子育て支援 

 

●子育て支援 

・子育て支援の推進：2 件 

●病院 

・子育てのための病院利便性向上：１件

●経済的支援 

・子育てへの経済的な支援：２件 

●公共施設 

・図書館の利用方法検討：１件 

・屋内遊び場：１件 

教 育 環 境 の

向上 

●教育 

・教育レベルの向上：２件 

●高校 

・羽幌高校支援及び水産高校併設：３ 

 件 

●大学 

・大学の誘致：１件 

４．時代にあ

った地域を

つくり、安

心な暮らし

を守るとと

もに、地域

と地域を連

携する 

 

エネルギー 

 

 ●エネルギー 

・エネルギーの自給自足（バイオマス 

や風力）：１件 

公共交通 ●地域公共交通 

・利便性の向上：2 件 

●地域公共交通 

・市街地循環バスの充実：１件 

介護 

 

●福祉 

・福祉の充実：３件 

・福利厚生施設の充実：１件 

●福祉 

・老人ホームや福祉住宅の建設：３件 

医療 ●医療 

・医療の充実：６件 

 

地 域 コ ミ ュ

ニティ 

●地域コミュニティ 

・地域コミュニティの場の確保：１件 

●地域連携 

・周辺町村との連携：１件 

その他 ●その他 

・商業娯楽施設の誘致：６件 

・まちづくりテーマの検討：４件 

・住民や商業者の意識改革：２件 

・生活利便施設の充実：２件 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



問４．

 

 

①性別

回

 

表 性

番号

1 

2 

3 

 

②年齢

回

歳代

 

表 年

 

 

 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

Ｑ１

．最後にあな

別 

回答者の性別

性別 

号 

男性 

女性 

無回答 

齢 

回答者の年齢

代」が 16.5

年齢階級 

号 

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳以

無回答 

．性別と年

なた自身につ

別は、「女性

選択肢 

合計 

齢構成は、「3

5％となって

選択肢 

代 

代 

代 

代 

以上 

合計 

年齢をお答え

ついて、お答

性」が 55.8％

30 歳代」が

ており、20～

 

えください。

49

答えください

％、「男性」

回答数

145

193

8

346

が 29.2％と最

～30 歳代の

回答数

86

101

57

51

48

3

346

（一つに○）

2．女性

55.8%

3．

40歳

16.5

50歳代

14.7%

60歳以

13.9

い。 

が 41.9％と

最も多く、続

の回答者が半

 

［（２）一般

無回答

2.3%

代

5%

以上

9%

となっていま

続いて「20

半数以上を占

般向けアンケ

無回

0.9

ます。 

歳代」が 24

めています

ケート調査］

1．男性

41.9%

20歳代

24.9%

30歳代

29.2%

回答

%

4.9％、「40

。 

 
 

代

%

0



［（２）一般

 

 

回答者の

生含む）」が

 

表 職業 

番号 

1 農業

2 林業

3 漁業

4 商業

5 製造

6 公務

7 パ

8 その

9 無職

10 無回

 

 

Ｑ２．職業

般向けアンケ

8．

9．

学

の職業は、「6

が 19.6％、

選択

業 

業 

業 

業・サービス

造業・建設業

務員・団体職

ート・アルバ

の他の職業 

職（主婦・学

回答 

合計 

業をお答えく

ケート調査］

7．パート・

アルバイト

15.3%

その他の

職業

12.1%

無職（主婦・

学生含む）

19.7%

6．公務員・

「7．パート

択肢 

ス業 

業 

職員 

バイト 

学生含む） 

 

ください。（

 

10．無回答

2.6%

団体職員」が

ト・アルバイ

回答数

1

1

3

1

8

5

4

6

34

（一つに○）

50 

1．農業

4.9%

が 25.1％と

イト」が 15.

数

7

0

4

38

8

87

53

42

68

9

46

 

2．林業

0.0%

6．公務員

団体職員

25.1%

と最も多く、

.3％となって

3．漁業

4.0%

4．商業

サービス

11.0%

5．製造

建設業

5.2%

・

員

続いて「9．

ています。 

業・

ス業

%

造業・

業

%

．無職（主婦婦・学
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同居している方の属性は、「2．配偶者（パートナー）」が 229 件と最も多く、続いて「4．子

ども」が 126 件、「3．親」が 93 件となっています。 

 

 

図 同居している方の属性（n=514） 

 

 

 

 

 

 

  

47

229

93

126

11

8

0 50 100 150 200 250

1．なし（ひとりぐらし）

2．配偶者（パート

ナー）

3．親

4．子ども

5．兄弟姉妹

6．その他

（件）

Ｑ３．現在、あなたは、どなたと同居していますか。（あてはまるもの全てに○） 



［（２）一般

 

 

お子さん

ています。

35.9％、「

 

表 お子さ

 

表 お子さ

 

 

 

項   

同居 

別居（町内

別居（町外

合計 

番号 

1 同居

2 別居

3 別居

Ｑ４．お子

般向けアンケ

んの人数は、

お子さんの

「別居（町内

さんの人数（

さんの居住地

  目 

内で生活） 

外で生活） 

選択

居 

居（町内で生

居（町外で生

合計 

子さんの人数

ケート調査］

「1 人」が最

居住地は、「

で生活）」が

（居住地別）

地（回答者数

 

２人

40.5%

３人

9.9%

１人 ２

60 

20 

39 

119 1

択肢 

生活） 

生活） 

数について、

 

最も多く 45

「同居」が 5

が 10.3％とな

（回答者数）

） 

４人

3.1%

５人

0.4%

２人 ３人

59 1

4 

43 1

106 2

回答数

14

2

9

26

お答えくだ

52 

別

（町内で

10

別居

（町外で生

35.9%

5.4％と最も

53.8％と最も

なっています

 

 

 

６人

0.4%

７人

0.4

人 ４人

2 7

3 0

1 1

26 8

数

41

27

94

62

ださい。（人数

別居

で生活）

0.3%

居

生活）

%

多く、続いて

も多く、続い

す。 

１

45

人

4%

５人 

 1 

 0 

 0 

 1 

数を記載）

て「2 人」が

いて「別居（

人

.4%

６人 ７

1 

0 

0 

1 

同居

53.8

が 40.5％と

（町外で生活

 

７人 合計

1 14

0 2

0 9

1 26

居

%

となっ

活）」が

計 

41 

27 

94 

62 
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お子さんの年齢と人数及び高校生以上の町内外の内訳は、下表のとおりです。 

 

表 お子さんの年齢と人数（回答者数） 

項    目 1 人 2 人 
3 人 

以上 

小計 

人数 

1．保育園児、または、認定こども園保育部門 7 4 0 11 

2．幼稚園児、または、認定こども園幼稚園部門 21 7 0 28 

3．1 と 2 以外の未就学児 29 7 0 36 

4．小学生 30 13 1 44 

5．中学生 22 3 0 25 

6．高校生 12 0 1 13 

7．18 歳以上の学生（大学生・専門学校生など） 11 4 1 16 

8．18 歳以上の学生以外の方 17 47 14 78 

合 計 149 85 17 251 

 

表 高校生以上の町内外の内訳（お子さんの人数） 

項    目 町内 町外 小計 

6．高校生 6 9 15 

7．18 歳以上の学生（大学生・専門学校生など） 0 22 22 

8．18 歳以上の学生以外の方 47 110 157 

合 計 53 141 194 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｑ５．お子さんの年齢について、お答えください。（あてはまるもの全てに○、人数を記載）



［（２）一般

 

 

回答者の

件となって

 

図 お住ま

 

 

 

住まいの

が 14.5％、

 

表 お住ま

 

 

番号 

1 賃貸

2 一戸

3 一戸

4 公営

5 その

6 無回

Ｑ６．あな

Ｑ７．お住

78

1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

南
○
条

南
大
通

（件）

般向けアンケ

の行政区は、

ています。 

まいの行政区

の住居形態は

、「1．賃貸

まいの住居形

選択

貸アパート 

戸建て（賃貸

戸建て（持ち

営住宅 

の他 

回答 

合計 

なたのお住ま

住まいになっ

10
15

11

34

南
大
通

港
町

緑
町

幸
町

ケート調査］

「南○条」が

区（n=346）

は、「3．一戸建

アパート」が

形態 

 

択肢 

貸） 

ち家） 

まいをお答え

っている住居

4
40 43

6

幸
町

南
町

栄
町

寿
町

 

が 78 件と最

南

 

建て（持ち家

が 12.1％と

回答数

4

3

19

5

2

34

えください。

居について、

26

5 5

北
○
条

北
大
通

浜
町

54 

3．

（持

4．公営住

14.5%

5．その

2.6%

最も多く、続

南○条：南

家）」が 55.2

となっていま

 数

42

33

91

50

9

21

46

（一つに○

お答えくだ

5
9

0

北
町

朝
日

汐
見

高
台

一戸建て

持ち家）

55.2%

住宅

%

の他

%

6．無回答

6.1%

続いて「栄町

1 条～南７条

2％と最も多

ます。 

） 

ださい。（一つ

2
8

1 0

高
台

築
別

上
築

曙

答

」が 43 件、

条、北○条

多く、続いて

つに○） 

0 3 0 0

曙 中
央

平 上
羽
幌

1．賃

アパー

12.1

、「南町」が

：北１条～北

て「4．公営住

8 10

27

上
羽
幌

焼
尻

天
売

不
明

貸

ート

%

2．一戸建て

（賃貸）

9.5%

が 40

北６条 

住宅」



 

 

世帯

23.7

それぞ

 

図

  ※

 

 

 

 

（主

Ｑ８

帯当たりの年

7％となって

ぞれ「1,50

図 世帯全体

※「2．林業

1．農

3．漁

4．商

サービス

5．

建設

6．公

団体職

7．パ

アルバ

8．

職

9．無職

主婦・学生含

10．無

合

８．世帯全体

年収は、「30

ています。高

00 万円以上

体の１年間の

」は該当者な

0

凡例

農業(n=17)

漁業(n=14)

商業・

ス業(n=38)

製造業・

設業(n=18)

公務員・

職員(n=87)

パート・

バイト(n=53)

その他の

職業(n=42)

職

含む）(n=68)

回答(n=9)

計(n=346)

7

体の１年間の

00～500 万

い収入ランク

」が 29.4％

の収入（職業

なし 

 

% 10% 2

300万円

未満

29.4%

7.1%

31.6%

22.2%

16.1%

30.2%

26.2%

27.9%

23.7%

～

万

33.3%

の収入につい

55

万円」が 35

クが見られる

％、「1,000

業別） 

20% 30%

%

～500

万円

5.9%

42.9%

40.2

%

～70

万円

5.

11

いて、お答え

5.8％と最も

る職業別は、

0～1,500 万

40% 50%

21.1%

55.6%

2%

45.3%

33.3%

33.8%

35.8%

00

円

9%

1.1%

～1,000

万円

17.6%

ください。

［（２）一般

多く、続いて

「農業」と

万円」が 21

60% 70%

%

28.6%

18.4%

23.0%

14.3%

19.1%

16.5%

～1,500

万円 万

29.4

55.6

（一つに○）

般向けアンケ

て「300 万

「漁業」とな

.4％となっ

80% 90%

11.1%

5.7%

%

21.1%

16.1%

7.5%

9.5%

2.9%

9.2%

21.4%

2.

1

2.4%

4.4%

3.5%

1,500

万円以上

4%

5.6

2.4%

2.6%

無回

1

1

1

1

6%

 

ケート調査］

万円未満」が

なっており、

ています。

100%

%

.6%

.1%

2.6%

6%

1.1%

%

回答

1.8%

2.6%

5.6%

2.3%

1.3%

1.9%

1.8%

8.7%

 
 

が



［（２）一般

 

 

回答者の

す。羽幌町

件、「留萌市

 

表 出身地

●羽幌町以

石   狩 

渡   島 

桧   山 

後   志 

空   知 

上   川 

 

番号 

1 羽幌

2 羽幌

3 北海

4 無回

Ｑ９．あな

般向けアンケ

の出身地は、

町以外の北海

市」が 11 件

地 

以外の北海道

・札幌市（

・函館市（

・せたな町

・小樽市（

・共和町 

・滝川市 

・砂川市 

・深川市 

・長沼町 

・旭川市（

・士別市（

・東神楽町

選択

幌町内 

幌町以外の北

海道外 

回答 

合計 

なたの出身地

ケート調査］

「羽幌町内」

海道内の市町村

件となってい

内内訳 

（14 件） 留 

（2 件） 

町 

（4 件） 

宗 

（7 件） 

（3 件） 

町 

 

択肢 

北海道内 

地について、

2．羽幌町

以外の

北海道内

37.3%

3．北海

5.2

 

が 52.3％、

村は、「苫前

います。 

  萌 ・

・

・

・

・

・

・

  谷 ・

・

・

・

回答数

18

12

1

1

34

お答えくだ

海道外

2%

56 

、「羽幌町以

前町」が 19

 

苫前町（19 件

留萌市（11 件

小平町（3 件

遠別町（2 件

増毛町（2 件

天塩町 

初山別村 

枝幸町（2 件

稚内市 

幌延町 

礼文町 

数

81

29

8

8

46

ださい。（一

4．無回答

5.2%

以外の北海道

件と最も多

件）

件）

件） 

件） 

件） 

オホー

胆  

釧  

件） 

無 回

合  

つに○） 

答

道内」が 37.6

く、続いて

ーツク ・北

・網

・斜

 振 ・苫

・む

 路 ・釧

回 答 （4

 計 （1

1．羽幌町内

52.3%

6％となって

「札幌市」が

北見市 

網走市 

斜里町 

苫小牧市 

むかわ町 

釧路市（3 件）

40 件） 

29 件） 

内

ていま

が 14

 



 
（３

 

 

 

①性別

回

 

表 性

 

 

 

②年齢

回

歳代

 

表 年

 

 

 

 

番号

1 

2 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

Ｑ１

）転入者向

別 

回答者の性別

性別 

齢階級 

回答者の年齢

代」が 21.4

年齢階級 

号 

男性 

女性 

号 

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳以

．「性別」と

向けアンケ

別は、「男性

齢階級は、「4

4％となって

選択肢 

合計 

選択肢 

代 

代 

代 

代 

以上 

合計 

と「年齢」を

ケート調査

性」が 69.0％

40 歳代」が

ています。

 

をお答えくだ

57

％、「女性」

が 35.7％と

回答数

29

13

42

回答数

6

10

15

9

2

42

ださい。（一

［

2．女性

31.0%

4

50歳代

21.4%

6

が 31.0％と

最も多く、続

つに○） 

（３）転入者

40歳代

35.7%

60歳以上

4.8%

となっていま

続いて「30

者向けアンケ

ます。 

歳代」が 23

ケート調査］

1．男性

69.0%

20歳代

14.3%

30歳

23.

3.8％、「50

 

歳代

8%

0



［（３）転入

 
 

 

回答者の

これを年齢

 

表 職業 

1．農業

2．林業

3．漁業

4．商業

5．製造

6．公務

7．パー

8．その

9．無職

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．職業

入者向けアン

の職業は、「6

齢階級別に見

項   目

業 

業 

業 

業・サービス

造業・建設業

務員・団体職

ート・アルバ

の他の職業 

職（主婦・学生

業をお答えく

7．パート・

バイト

7.1%

8．その

職業

7.1

ンケート調査

6．公務員・

ると、40 歳

目 

ス業 

業 

職員 

バイト 

生含む） 

合 計 

 

ください。（

アル

ト

の他の

業

1%

9．無

学生

査］ 

団体職員」

歳代が最も多

20 

歳代 歳

0

0

0

0

0

3

2

0

1

6

（一つに○）

6

無職（主婦・

生含む）

4.8%

58 

が 69.0％と

多い状況です

30 

歳代 

4

歳

1

0

0

0

0

6

1

1

1

10

 

1．農

2.4%

6．公務員・団

体職員

69.0%

と、突出して

す。 

40 

歳代 

5

歳

0

0

0

3

1

11

0

0

0

15

業

%

2．林業

0.0%

て多い状況と

50 

歳代 

60

以上

0

0

0

0

0

8

0

1

0

9

業 3．

0

4．商業

サービス

7.1%

5．製造

建設業

2.4%

となっていま

歳 

上 
合計

0 

0 

0 

0 

0 

1 2

0 

1 

0 

2 4

漁業

0.0%

・

業

造業・

業

%

ます。

計 

1

0

0

3

1

29

3

3

2

42



 
 

 

回答

います

「北

その

す。 

 

表 出

●「北

石  

桧  

空  

 

●「北

埼玉県

 

 

番号

1 

2 

3 

4 

Ｑ３

答者の出身地

す。 

北海道内」の

の他、「北海

出身地 

北海道内」の

 狩 ・札

 山 ・せ

 知 ・岩

・滝

・砂

・長

北海道外」の

県、千葉県、

号 

羽幌町 

北海道内

北海道外

無回答 

３．あなたの

地は、「北海

の内訳は、「

海道外」の内

の内訳 

札幌市（7 件）

せたな町 

岩見沢市 

滝川市 

砂川市 

長沼町 

の内訳 

、兵庫県、大

選択肢 

内 

外 

合計 

の出身地は、

海道内」が 7

「札幌市」が

内訳は、「埼玉

 上   川

留   萌

大分県、無回

 

どちらです

59

1.4％と最も

が 7 件、「苫前

玉県」、「千葉

川 ・士別市

・旭川市

・美深町

萌 ・苫前町

・小平町

・留萌市

回答／計 5 件

回答数

6

30

5

1

42

すか。（一つに

［

3．北海道

外

11.9%

も多く、続い

前町」が 4 件

葉県」、「兵庫

市（2 件） 

市 

町 

町（4 件） 

町（2 件） 

市 

件 

に○） 

（３）転入者

4．無回答

2.4%

いて「羽幌町

件などとなっ

庫県」及び「

オホーツク 

胆   振 

十   勝 

合   計 

者向けアンケ

答

町」が 14.3％

っています。

「大分県」と

・北見市

・網走市 

・苫小牧市

・室蘭市 

・帯広市 

30 件 

ケート調査］

1．羽幌町

14.3%

2．北海道内

71.4%

％となって

 

なっていま

（2 件）

市 

 



［（３）転入

 
 

 

転入前後

ら 6 件及び

婚姻など

 

表 転入前

番

号 
選択

1 一人世

2 夫婦の

3 夫婦

ども 

4 ひと

と子ど

5 夫婦

と子 

6 その他

7 無回答

 

 

転入

転入

凡

Ｑ４．転入

入者向けアン

後の家族構成

び「2．夫婦

どによる転入

前後の家族構

択肢 転入

世帯 2

のみ 

と子
1

り親

ども 

と親

他 

答 

合計 4

0%

入後

入前

凡例 一人世

入前後の家族

ンケート調査

は、「1．一

のみ」が 8

入、配偶者や子

構成 

前 一人

世帯 

20 13 

8 1 

10 3 

0 0 

1 0 

2 0 

1 1 

42 18 

 

20%

42.9%

47.6

世帯 夫婦のみ

族構成につい

査］ 

人世帯」が

件から 6 件

子どもを転出

夫婦 

のみ 

夫婦

子ど

4 

6 

1 

0 

0 

1 

0 

12 

40%

6%

み
夫婦と

子ども

いてお答えく

60 

20 件から

件に減少して

出元に残した

婦と

ども

ひとり

親と

子ども

0

1

6

0

0

0

0

7

% 6

28.6

19.0

ひとり親と

子ども

ください。

13 件、「3．

ています。 

たままの転入

転入後 

り

と 

も

夫 婦 と

親と子

0

0

0

0

0

0

0

0

60%

6%

0%

夫婦と

親と子
そ

（転入前、

．夫婦と子ど

入があると推

と
その他 

0 2 

0 0 

0 0 

0 0 

1 0 

0 1 

0 0 

1 3 

80%

16.7%

23.8%

2.4%

2.4

その他 無

転入後とも

ども」が 10

推測されます

無回答 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

100%

%

4%

7.1%

4.8%

2.4%

2.4%

回答

も一つに○）

0 件か

す。 

合計 

20

8

10

0

1

2

1

42

 

 



［（３）転入者向けアンケート調査］ 
 

61 

 

 

転入前の市町村は、「札幌市」が 7 件と最も多く、続いて「留萌市」が 6 件、「旭川市」が 3

件となっています。 

 

 

図 転入前の市町村（n=42） 

 

 

 

現在の住んでいる行政区は、「南○条」が 11 件と最も多く、続いて「幸町」が 8 件、「栄町」

と「天売」がそれぞれ 5 件となっています。 

 

 

南○条：南 1 条～南７条、北○条：北１条～北６条 

図 現在住んでいる居住行政区（n=42） 

 

  

11

2

8

4
5

1
2

1
2

5

1

0

2

4

6

8

10

12

南
○
条

緑
町

幸
町

南
町

栄
町

寿
町

北
○
条

中
央

焼
尻

天
売

無
回
答

（件）

Ｑ５．転入前のお住まいをお答えください。（必要な事項を記載） 

Ｑ６．現在のお住まいをお答えください。（一つに○） 

7

1 1

2

1 1 1

3

1

6

2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3

0

2

4

6

8

札
幌
市

千
歳
市

恵
庭
市

函
館
市

森
町

江
差
町

岩
見
沢
市

旭
川
市

士
別
市

留
萌
市

苫
前
町

天
塩
町

稚
内
市

浜
頓
別
町

礼
文
町

網
走
市

美
幌
町

苫
小
牧
市

室
蘭
市

門
別
町

帯
広
市

本
別
町

浜
中
町

杉
並
区

無
回
答

（件）



［（３）転入

 
 

 

転入した

の他」とな

 

表 転入し

 

 

 

転入の理

となってい

 

表 転入の

 

 

 

 

番号 

1 羽幌

2 周辺

3 その

番号 

1 仕事

転勤

2 お子

3 住宅

家賃

4 結婚

5 離婚

6 家族

7 家族

8 その

9 無回

Ｑ７．転入

Ｑ８．転入

入者向けアン

た時の気持ち

なっています

した時の気持

理由は、「1．仕

います。 

の理由（最も

選

幌町に魅力を

辺市町村と比

の他 

合計

選択肢

事の都合（就

勤、退職など

子さんの学校

宅の都合（広

賃） 

婚のため 

婚のため 

族から独立す

族と同居する

の他 

回答 

合計 

入された時の

入されること

ンケート調査

は、「羽幌町

。 

持ち 

仕事の都合」

も大きなきっ

 

選択肢 

を感じて転入

比較して転入

計 

肢 

就職、転職、

ど） 

校の都合 

広さ、設備、

するため 

るため 

の気持ちで、

とになった最

査］ 

3

4

町に魅力を感

」が 81.0％

かけ） 

回答

入した 

入した 

回答数

34

0

0

2

0

0

1

1

4

42

あてはまる

最も大きなき

62 

3．

2．お子さ

学校の

0.0

3．住宅の都合

0.0%

4．結婚のため

4.8%

5．離婚のため

0.0%

6．家族から

するため

0.0%

7

感じて転入し

 

％と大部分を

 

 

答数

1

0

41

42

るものはどれ

きっかけは何

．その他

97.6%

さんの

の都合

0%

ら独立

め

7．家族と同居

するため

2.4%

した」が 1 件

占め、続いて

れですか。（一

何ですか。（一

8．その他

2.4% 9．無

9

件となってい

て「4．結婚の

一つに○） 

一つに○） 

1．羽幌町

に魅力を

感じて転入

した

2.4%

2．

市

比較

入

1．仕事の

81.0

無回答

9.5%

いる他は全て

のため」が 4

入

周辺

町村と

較して転

入した

0.0%

の都合

0%

て「そ

4.8％



 
 

 

 

仕事

 

表 仕

 

 

 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

Ｑ８

事の都合の内

仕事の都合の

号 

就職 

転職 

転勤 

退職 

その他 

８－１．Ｑ８

（一つ

内容は、「3．

の内容 

選択肢 

合計 

８で 1 をお答

つに○） 

4．

2

．転勤」が 7

 

答えの方への

3．転勤

70.6%

退職

2.9%

5．そ

5.9

63

70.6％と大

回答数

4

3

24

1

2

34

の質問です。

の他

9%

［

大部分を占め

仕事の都合

1．就職

11.8%

（３）転入者

めています。

は、どの内容

職

%

2．転職

8.8%

者向けアンケ

 

容ですか。 

職

ケート調査］ 



［（３）転入者向けアンケート調査］ 
 

64 

12

1

8

5

1

3

20

2

5

1

2

6

4

9

0 5 10 15 20 25

1．買物など

日常生活

2．通勤・通学

3．物 価

4．近所づきあい

5．住宅条件

6．教育環境

7．福祉環境

8．医療環境

9．子育て

10．道路・公園

など

11．保安・防犯

12．自然環境

13．観光地

としての魅力

15．その他

（件） 羽幌町の不満(n=79)

4

7

3

2

1

4

13

2

9

7

0510152025

羽幌町の魅力(n=52)

 

 

 

羽幌町の魅力は、「12．自然環境」が 13 件と最も多く、続いて「14．食べ物がおいしい」が

9 件、「2．通勤・通学」と「15．その他」が 7 件となっています。一方、羽幌町に住んでみて

感じた不満は、「8．医療環境」が 20 件と最も多く、続いて「1．買物など日常生活」が 12 件、

「15．その他」が 9 件となっています。 

その他の内容としては、魅力が「田舎であること」、「子どもの医療費が中学生まで助成される

点」、不満が「娯楽施設が乏しい」、「就職先があまりない」及び「芸術文化的な行事や催しが少な

い」などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 羽幌町の「魅力」・「不満」 

 

  

Ｑ９．羽幌町に住んでみて、どの点に魅力を感じていますか。（あてはまるもの全てに○） 

Ｑ１０．羽幌町に住んでみて、どの点に不満を感じていますか。（あてはまるもの全てに○）

←14．食べ物がおいしい 

14．地物を 

食べる場所がない→ 



 
 

 

満足

が 33

満足」

がやや

 

表 羽

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

Ｑ１

足度は、「ど

3.3％、「満足

」と「どちら

や多い状況で

羽幌町の満足

号 

満足 

どちらか

どちらか

不満足 

無回答 

１１．羽幌町

3．どちらか

いえば不満

33.3%

ちらかといえ

足」が 16.7

らかといえば

です。 

足度 

選択肢 

かといえば満

かといえば不

合計 

町に住んで、

かと

満足

4．不満足

7.1%

えば満足」が

7％となって

ば不満足」の

 

満足 

不満足 

現時点で満

65

足

5．無

2.4

が 40.5％と

います。「満

の合計を上回

回答数

7

17

14

3

1

42

満足していま

［

回答

4%

最も多く、続

満足」と「どち

回っており、

すか。（一つ

（３）転入者

1．満足

16.7%

2．ど

いえ

4

続いて「どち

ちらかといえ

羽幌町への

つに○） 

者向けアンケ

足

どちらかと

えば満足

40.5%

ちらかといえ

えば満足」の

の居住に満足

ケート調査］

えば不満足」

の合計が「不

足している方

 

不

方



［（３）転入

 
 

 

居住の継

「3．将来は

づけたい」

 

表 羽幌町

番号 

1 現在

2 転居

3 将来

4 将来

5 不満

6 わか

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１２．今

入者向けアン

4．将

に引

を

5．不満

ている

改善

ば、

つづ

2

継続意向は、

は町外に引っ

が 16.7％と

町への居住継

在の住宅にこ

居するかも

来は町外に引

来は町外に引

満を感じてい

からない 

今後とも羽幌

ンケート調査

将来は町外

引っ越さざる

を得ない

45.2%

満を感じ

る点が

されれ

住み

けたい

2.4%

6．わ

「4．将来は

っ越したい」

となっていま

継続意向 

これからも住

しれないが、

引っ越したい

引っ越さざる

いる点が改善

 

幌町に住みつ

査］ 

わからない

9.5%

は町外に引っ

が 19.0％

ます。 

選択肢

住みつづけた

羽幌町内に

い 

るを得ない

善されれば、

合計 

つづけたいと

66 

1．現

に住

越さざるを得

％、「2．転居

肢 

たい  

に住みつづけ

住みつづけ

と思いますか

現在の住宅

住みつづけ

たい

7.1% 2．

住

3．将

に引

得ない」が

するかもしれ

けたい 

けたい 

か。（一つに○

羽幌町内に

住みつづけた

い

16.7%

将来は町外

引っ越した

い

19.0%

45.2％と最

れないが、羽

回

○） 

最も多く、続

羽幌町内に住

回答数 

3 

7 

8 

19 

1 

4 

42 

続いて

住みつ



［（３）転入者向けアンケート調査］ 
 

67 

 

 

 

自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標ごとに「Ａ．現況課題や方針に関する

意見」と「Ｂ．施策に関する意見」に分けて、取りまとめました。 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

１．地方にお

ける安定し

た雇用を創

出する 

基 幹 産 業 の

育成・支援 

●基幹産業 

・基幹産業の活性化と充実：１件 

 

地 元 産 業 の

育成・支援 

 ●企業育成 

・起業検討者に空き店舗を試験販売スペ

ースとして活用してもらう：１件 

●商店街 

・空き家問題への取り組み：１件 

就 労 環 境 の

創出 

●雇用 

・就職場所が少ない：２件 

 

２．地方への

新しい人の

流れをつく

る 

 

観 光 交 流 の

促進 

 

●観光施設 

・観光地としての施設の充実：３件 

●観光施設 

・天売ターミナル、島内遊歩道の管理が

できていない：１件 

・島民や観光客がくつろぐ公園がない：

１件 

・キャンプ場があるが管理や内容が不十

分：１件 

地 域 ブ ラ ン

ドの創出 

 

●特産品 

・特産品のＰＲ：１件 

●地域ブランド 

・道の駅で地物を購入できるようにして

ほしい：２件 

移住・定住  ●住宅 

・賃貸アパートなどが欲しい：３件 

・不動産情報の提供：２件 

・公営住宅の建設：１件 

・住宅購入などへの経済的な支援：１ 

 件 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

婚 姻 率 を 高

める 

●その他 

・出会い・恋愛・育児ができるまち：１

件 

 

教 育 環 境 の

向上 

 ●教育 

・学びの場に高齢者を活用する：１件 

 

  

Ｑ１３．その他、羽幌町に住んでいて感じることや、人口減少対策に関するご意見などありま

したら、お書きください。（自由に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

４．時代にあ

った地域を

つくり、安

心な暮らし

を守るとと

もに、地域

と地域を連

携する 

 

都 市 基 盤 施

設 

●公園 

・子どもが遊べる公園が少ない：１件 

 

公共交通 

 

 ●フェリー 

・冬期のフェリー便数の増便：1 件 

介護 

 

●福祉 

・介護施設の増設：１件 

 

医療 

 

●医療 

・医療施設の充実：2 件 

・医師の充実：１件 

 

その他 ●商業娯楽施設 

・商業施設や娯楽施設の充実：２件 

●まちづくり 

・まちづくりテーマの検討：３件 

●まちづくり 

・コンパクトシティの推進：１件 

●その他 

・ハートタウンはぼろの町有化：１件 

・市街地の路上駐車：1 件 

・美観を守るための雑草の管理：１件 

・水道代の引き下げ：１件 

・喫煙マナーの向上：１件 

 

 

 

 

 

 



 
（４

 

 

①性別

回

 

表 性

番号

1 

2 

3 

 

②年齢

回

歳代

 

表 年

番号

1 

2 

3 

4 

5 

Ｑ１

４）転出者向

別 

回答者の性別

性別 

号 

男性 

女性 

無回答 

齢階級 

回答者の年齢

代」と「60

年齢階級 

号 

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳以

．「性別」と

向けアンケ

別は、「男性

選択肢 

合計 

齢階級は、「5

0 歳以上」が

選択肢 

代 

代 

代 

代 

以上 

合計 

と「年齢」を

ケート調査

性」が 65.8％

50 歳代」が

がそれぞれ 1

をお答えくだ

69

％、「女性」

回答数

25

11

2

38

が 26.3％と

8.4％となっ

回答数

7

5

9

10

7

38

ださい。（一つ

［

2．女性

28.9%

3

50歳代

26.3%

60歳以上

18.4%

が 28.9％と

最も多く、続

っています。

つに○） 

（４）転出者

．無回答

5.3%

上

となっていま

続いて「40

 

者向けアンケ

2

ます。 

歳代」が 23

 

ケート調査］

1．男性

65.8%

20歳代

18.4%

30歳代

13.2%

40歳代

23.7%

3.7％、「20

 

代

0



［（４）転出

 
 

 

回答者の

これを年齢

 

表 職業 

項 

1．農業 

2．林業 

3．漁業 

4．商業・

5．製造業

6．公務員

7．パート

8．その他

9．無職（

 

Ｑ２．職業

出者向けアン

7

ア

8．そ

の職業は、「6

齢階級別に見

  目 

・サービス業

業・建設業 

員・団体職員

ト・アルバイ

他の職業 

主婦・学生含

合

業をお答えく

ンケート調査

1．農

0.0%

7．パート・

アルバイト

0.0%

その他の

職業

2.6%

9．無職（主婦

学生含む）

21.1%

6．公務員・

ると、40 歳

2

歳

業 

員 

イト 

含む） 

合 計 

 

ください。（

査］ 

農業

%

2．

婦・

団体職員」

歳代が最も多

20 

歳代 

30

歳代

0 

0 

0 

1 

0 

4 

0 

0 

2 

7 

一つに○）

70 

林業

0.0%

3

6．公務員・

体職員

68.4%

が 68.4％と

多い状況です

0 

代 

40

歳代

0 

0 

0 

0 

0 

5 

0 

0 

0 

5 

3．漁業

0.0%

団

と、突出して

す。 

0 

代 

50

歳代

0 

0 

0 

0 

0 

9 

0 

0 

0 

9 1

4．

サー

て多い状況と

60 歳 

以上 

0 0

0 0

0 0

1 0

0 1

7 1

0 0

1 0

1 5

0 7

商業・

ービス業

5.3%

5．製造業・

建設業

2.6%

となっていま

合計 

0 0 

0 0 

0 0 

0 2 

1 1 

1 26 

0 0 

0 1 

5 8 

7 38 

ます。



 
 

 

回答

います

「北

なって

 

表 出

 

●「北

石  

渡  

後  

 

●「北

大阪府

 

 

番号

1 

2 

3 

Ｑ３

答者の出身地

す。 

北海道内」の

ています。 

出身地 

北海道内」の

 狩 ・札

・恵

 島 ・函

・七

・松

・長

 志 ・小

北海道外」の

府、宮城県／

号 

羽幌町 

北海道内

北海道外

３．あなたの

地は、「北海

の内訳は、「

の内訳 

札幌市（7 件）

恵庭市（2 件）

函館市 

七飯町 

松前町 

長万部町 

小樽市（2 件）

の内訳 

／計 2 件 

選択肢 

内 

外 

合計 

の出身地は、

海道内」が 8

札幌市」が

 

 

空   知

上   川

 留   萌

 

どちらです

71

86.1％と最も

7 件、「旭川

知 ・岩見沢

・赤平市

・夕張市

川 ・旭川市

・士別市

・幌加内

萌 ・留萌市

・苫前町

・小平町

回答数

5

31

2

38

すか。（一つに

［

2．北海道内

81.6%

3．北海道外

5.3%

も多く、続い

川市」、「恵庭

沢市 

市 

市 

市（2 件） 

市 

町（朱鞠内）

市 

町 

町 

に○） 

（４）転出者

いて「羽幌町

庭市」及び「

宗  谷 

十   勝 

無 回 答 

合   計 

者向けアンケ

1．羽

13

町」が 13.2

「小樽市」が

・稚内市 

・豊富町 

・帯広市 

・芽室町 

（2 件） 

（31 件）

ケート調査］

羽幌町

3.2%

2％となって

2 件などと

 

 

て

と



［（４）転出

 
 

 

 

転出前後

「3．夫婦

に戻った世

 

表 転出前

番

号 
選択

1 一人世

2 夫婦の

3 夫婦

ども 

4 ひと

と子ど

5 夫婦

と子 

6 その他

 

 

凡

転出

転出

Ｑ４．羽幌

（それ

出者向けアン

後の家族構成

と子ども」が

世帯や、親あ

前後の家族構

択肢 転出

世帯 1

のみ 

と子
1

り親

ども 

と親

他 

合計 3

0%

凡例

前

後

一人

世帯

幌町に住まわ

れぞれ一つに

ンケート調査

は、「1．一

が 10 件か

るいは子ど

構成 

前 一人世

帯 

15 7 

6 0 

10 2 

1 0 

2 2 

4 2 

38 13 

 

20%

人

帯

39.5%

34.2%

夫婦

のみ

われた時と、

に○） 

査］ 

人世帯」が

ら 8 件に減

もを羽幌町に

夫婦の

み 

4

5

0

0

0

1

10

40%

婦

み

夫婦

子ど

現在の家族

72 

15 件から 7

減少していま

に残したまま

夫婦と

子ども

一

3

1

8

0

0

0

12

% 6

15.8%

26.3%

婦と

ども

一人

子ど

族構成につい

7 件、「2．夫

ます。単身赴

まの転出があ

転出後 

一人親と

子ども 

0

0

0

0

0

0

0

0%

26.3%

31

人親と

ども

夫婦

親と

いてお答えく

夫婦のみ」が

任などから

あると推測さ

夫婦と

親と子
そ

0

0

0

0

0

0

0

80%

1.6%

2.6%

婦と

と子

5.3%

その

ください。 

が 6 件から

「2．夫婦の

されます。 

その他 合

1 

0 

0 

1 

1 

0 

3 

100%

の他

10.5%

7.9%

5 件、

のみ」

合計 

15

6

10

1

2

4

38
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転出前の居住行政区は、「南○条」、「幸町」、「南町」及び「栄町」がそれぞれ 6 件となってい

ます。 

 

 

南○条：南 1 条～南７条、北○条：北１条～北６条 

図 転出前の居住行政区（n=38） 

 

 

 

現在の住んでいる市町村は、「札幌市」が 8 件と最も多く、続いて「留萌市」が 4 件、「北見市」

が 3 件となっています。 

 

 

図 現在住んでいる市町村（n=38） 

  

6

1 1

6 6 6

3

1 1 1

3 3

0

1

2

3

4

5

6

7

南
○
条

南
大
通

港
町

幸
町

南
町

栄
町

寿
町

北
○
条

北
大
通
り

浜
町

焼
尻

天
売

（件）

Ｑ５．羽幌町に住まわれていた時の地域をお答えください。（一つに○） 

Ｑ６．現在の居住地をお答えください。（必要な事項を記載） 

8

1 1 1 1 1 1

2

1 1 1 1

4

1 1 1

2

3

1 1 1 1 1 1

0

2

4

6

8

札
幌
市

石
狩
市

江
別
市

恵
庭
市

七
飯
町

八
雲
町

森
町

小
樽
市

美
唄
市

旭
川
市

美
瑛
町

上
川
町

留
萌
市

苫
前
町

天
塩
町

初
山
別
村

稚
内
市

北
見
市

遠
軽
町

苫
小
牧
市

平
取
町

京
都
市

佐
伯
市

無
回
答

（件）



［（４）転出

 
 

 

転出した

といえば、仕

 

表 転出し

番号 

1 仕方

2 どち

3 どち

4 早

5 どち

6 無回

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７．羽幌

出者向けアン

3

4

た時の気持ち

仕方なく転出

した時の気持

方なく転出

ちらかといえ

ちらかといえ

く転出したか

ちらともいえ

回答 

幌町から転出

ンケート調査

3．どちらか

といえば、

早く転出

18.4%

．早く転出

5.3%

5．どちらと

いえない

21.1%

は、「1．仕

出した」が 2

持ち 

選択肢 

した  

えば、仕方な

えば、早く転

かった 

えない 

合計 

 

出された時の

査］ 

とも

い

6．無

2.6

方なく転出

23.7％、「5．

なく転出した

転出したかっ

の気持ちで、

74 

無回答

6%

した」が 28

．どちらとも

回答

た 

った 

あてはまる

1．仕

転

2

8.9％と最も

もいえない」

答数 

11

9

7

2

8

1

38

るものはどれ

仕方なく

転出

28.9%

2．どちらか

といえば、

仕方なく

転出

23.7%

も多く、続い

が 21.1％と

れですか。（一

いて「2．どち

となっていま

一つに○） 

ちらか

ます。 



 
 

 

転出

とな

 

表 転

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８

出の理由は、

っています。

転出の理由

号 

仕事の都

お子さん

住宅の都

結婚のた

離婚のた

家族から

家族と同

その他 

８．転出され

、「1．仕事の

。「8．その

（最も大きな

都合（就職、

んの学校の都

都合（広さ、

ため 

ため 

ら独立するた

同居するため

合

れることにな

3．住宅の都

0.0%

4．結婚の

2.6%

6．家族

独立する

0.0

の都合」が 8

他」の内容は

なきっかけ）

選択肢 

転職、転勤

都合 

設備、家賃

ため 

め 

合計 

 

なった最も大

2．お子さんの

学校の都合

0.0%

合

のため

%

5．離婚

0

族から

るため

0%

75

81.6％と大

は、進学、病

 

勤、退職など

賃） 

大きなきっか

の

合

婚のため

0.0%

7．家族と同

するため

5.3%

［

大部分を占め

病気及び福祉

回答

ど） 

けは何ですか

同居

め
8．そ

10.

（４）転出者

め、続いて「8

祉施設からの

答数

31

0

0

1

0

0

2

4

38

か。（一つに

1．仕事の

81.6

の他

5%

者向けアンケ

8．その他」

の退去となっ

に○） 

の都合

6%

ケート調査］

が 10.5％

っています。

 

％

 



［（４）転出

 
 

 

 

仕事の都

っています

 

表 仕事の

番号 

1 就職

2 転職

3 転勤

4 退職

5 その

6 無回

Ｑ８－１．

出者向けアン

5．そ

15

都合の内容は

す。 

の都合の内容

選択

職 

職 

勤 

職 

の他 

回答 

合計 

Ｑ８で 1 を

（一つに○）

ンケート調査

4．

1

その他

5.8%

6．無回答

23.7%

は、「3．転勤

容 

択肢 

をお答えの方

 

査］ 

1．就職

2.6%

退職

10.5%

勤」が 44.7％

回答数

1

3

方への質問で

76 

職

%
2．転

2.

％と最も多く

 

 

 

数

1

1

7

4

6

9

38

です。仕事の

転職

.6%

く、続いて「

の都合は、ど

3．転勤

44.7%

「6．無回答」

どの内容です

」が 23.7％

 

すか。 

％とな
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5

9

2

8

3

1

1

2

3

7

23

6

22

3

0510152025

羽幌町の魅力(n=95)

12

4

11

1

5

7

6

22

4

2

1

5

5

7

0 5 10 15 20 25

1．買物など

日常生活

2．通勤・通学

3．物 価

4．近所づきあい

5．住宅条件

6．教育環境

7．福祉環境

8．医療環境

9．子育て

10．道路・公園

など

11．保安・防犯

12．自然環境

13．観光地としての

魅力

15．その他

（件）
羽幌町の不満（n=92）

 

 

 

 

 

羽幌町の魅力は、「12．自然環境」が 23 件と最も多く、続いて「14．食べ物がおいしい」が

22 件、「2．通勤・通学」が 9 件となっています。 

一方、羽幌町に住んでみて感じた不満は、「医療環境」が 22 件と最も多く、続いて「1．買物

など日常生活」が 12 件、「3．物価（が高い）」が 11 件となっており、転入者向けアンケート

と概ね同様の結果となっています。 

その他の内容としては、魅力が「甘えび」、「島」、「炭砿」及び「人」、不満は「宿泊施設」、「水

産物の情報発信」、「島に行きづらい環境」、「ゴミの収集」及び「強風」などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 羽幌町の「魅力」・「不満」  

Ｑ９．羽幌町に住んでいて、どの点に魅力を感じていましたか。 

（あてはまるもの全てに○） 

Ｑ１０．羽幌町に住んでいて、どの点に不満を感じていましたか。 

（あてはまるもの全てに○） 

←14．食べ物がおいしい 

14．地物を 

食べる場所がない→



［（４）転出

 
 

 

満足度は

となってい

います。 

 

表 羽幌町

 

 

羽幌町へ

ており、続

 

 

表 羽幌町

 

 

番号 

1 満足

2 どち

3 どち

4 不満

5 無回

番号 

1 住み

2 住む

3 わか

4 不

ば住

5 無回

Ｑ１１．羽

Ｑ１２．も

出者向けアン

は、「2．どち

います。８割

町の満足度 

への再転入の

続いて「3．わ

町への再居住

選択

足 

ちらかといえ

ちらかと言え

満足 

回答 

合計 

選択

みたい 

む気はない 

からない 

満だった点

住みたい 

回答 

合計 

羽幌町に住ん

もし、機会が

ンケート調査

ちらかといえ

割以上の方が

意向は、「1

わからない」

住の意向 

 

択肢 

えば満足 

えば不満足 

択肢 

点が改善され

んで、満足で

があれば、羽

査］ 

えば満足」が

「1．満足」

．住みたい」

」が 28.9％

回答数

1

2

3

回答数

1

1

1

れれ

3

でしたか。（一

羽幌町にもう

78 

2．どち

といえ

満足

52.6

3．ど

かと

ば不

7.9

4

3．わか

ない

28.9

4．不満

た点が

されれ

住み

2.6

52.6％と最

」、あるいは

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」と「2．住

％となってい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数

2

20

3

1

2

38

数

2

2

1

1

2

38

一つに○）

う一度住みた

ちらか

えば

足

6%

どちら

言え

満足

9%

4．不満足

2.6%

から

い

9%

満だっ

が改善

れば

みたい

6%

5．無

5

最も多く、続

は「2．どちら

住む気はない

います。 

たいと思いま

5．無回答

5.3%

無回答

5.3%

続いて「1．満

らかといえば

い」がそれぞれ

ますか。（一つ

1．満

31.

答

1

2．

満足」が 31

ば満足」とな

れ 31.6％と

つに○） 

満足

6%

1．住みたい

31.6%

住む気は

ない

31.6%

1.6％

なって

となっ
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自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標ごとに「Ａ．現況課題や方針に関する

意見」と「Ｂ．施策に関する意見」に分けて取りまとめました。 

 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

１．地方にお

ける安定し

た雇用を創

出する 

 

 

 

基幹産業の

育成・支援 

●基幹産業振興 

・第１次産業の振興：２件 

 

地元産業の

育成・支援 

●企業育成 

・新たな産業の創出：１件 

●商業活性化 

・ハートタウンはぼろ周辺の活気づく

り：１件 

就労環境の

創出 

●雇用 

・就職場所を増やす：３件 

・幅の広い職業環境をつくる：１件 

 

●雇用 

・農協や漁業と連携して担い手づくりを

行う：１件 

・地域に根差した地元の高校生の採用：

１件 

・生産を基盤とした若者の働く場所の確

保：１件 

その他  ●労働力調査 

・羽幌町の労働力調査や住民の満足度調査

の実施：１件 

２．地方への

新しい人の

流れをつく

る 

 

観光交流の

促進 

 

●ＰＲ 

・羽幌町知名度の向上：2 件 

●イベント 

・マラソン大会などへの地元住民の参加：

１件 

●観光施設 

・島・甘えび・炭砿跡を観光資源にする：

４件 

●ＰＲ 

・甘エビ祭りや羽幌えびタコ餃子のＰＲ：

２件 

・オロロン町などへ改名：１件 

地域ブラン

ドの創出 

 

●特産品 

・特産品の開発：１件 

●地域ブランド 

・羽幌ターミナルへの地場の物を食べら

れる食堂の再設置：１件 

・農水産物を購入したり食べれる場所の

整備：１件 

移住・定住  ●移住 

・短期滞在型の移住体験住宅：１件 

・空き家を活用した田舎暮らし：１件 

・二地域居住政策の活用：１件 

●住宅 

・不動産情報の提供：２件 

・自然を楽しむゆとり居住：１件 

 

Ｑ１３．羽幌町に住んでいて良かったこと、不便を感じたこと、または、人口減少対策に関す

るご意見などありましたらお書きください。（自由に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

教育環境の

向上 

 ●高校 

・羽幌高校への通学支援：１件 

●その他 

・塾など教育環境の充実：１件 

４．時代にあ

った地域を

つくり、安

心な暮らし

を守るとと

もに、地域

と地域を連

携する 

 

エネルギー  ●石炭利用 

・原子力の代替エネルギーとしての石炭

利用の推進：１件 

都市基盤施

設 

 

●公園 

・図書館や映画館など冬の遊び場の確

保：１件 

●道路 

・暴風雪の影響が少ない内陸の道路が必

要：１件 

●その他 

・公共料金の値下げ：２件 

公共交通 

 

 ●フェリー 

・フェリーターミナルそばへの簡易駐車

場の整備：１件 

・フェリーの快適性向上：１件 

医療 

 

●医療 

・医療機関の充実：３件 

 

地域コミュ

ニティ 

 ●地域コミュニティ 

・お祭りなどによる地域コミュニティの

醸成：１件 

その他 ●商業娯楽施設 

・飲食店が少なく不便：１件 

・大型店舗の誘致：１件 

●まちづくり 

・地域密着型の都市づくり：１件 

・羽幌町はコンパクトで住みやすい：１

件 

●人口増加 

・転入を促進するための対策を考える：

１件 

・焼尻の人口増加：１件 

●その他 

・成功事例調査：１件 

 

●商業娯楽施設 

・衣類やスポーツ用品店などの誘致：１

件 
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（５）企業向けアンケート調査 

 

 

営んでいる業種は、「25．その他サービス」が 17 件と最も多く、その内訳としては下記のと

おりです。続いて「19．建設会社・工事」が 13 件、「4．食料品小売」が 7 件となっています。 

 

図 業種（n=73） 

 

●その他サービスの内容 

金融業、スタンド、石油製品販売、電力事業、塗装、燃料店（ガス、灯油）、農業団体、保険業、

靴履物、林業、レンタル自動車、鮮魚仲介人、水産加工業 

 

  

1

7

2

1

1

2

2

2

1

4

2

2

2

13

1

1

5

3

17

4

0 5 10 15 20

1．飲食店

2．生鮮品

3．菓子・パン

4．食料品小売

5．衣料

6．美容・理容

7．クリーニング

8．花・植木

9．写真

10．時計・メガネ

11．家電

12．書籍・文具

13．医薬・化粧品

14．病院・療術等

15．工作機械器具

16．自動車販売・整備

17．食料品製造

18．清掃・廃棄物処理

19．建設会社・工事

20．漁業

21．幼稚園・保育園

22．福祉施設

23．運送業

24．宿泊業

25．その他サービス

26．無回答

（件）

Ｑ１．営んでいる業種についてお答えください。（一つに○） 
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事業所の位置は、中心市街地である「南○条」が 31 件、「南大通」が 8 件となっています。 

 

 

南○条：南 1 条～南７条、北○条：北１条～北６条 

図 事業所の位置（n=73）  

31

8

2 1

4 4 5

1 2 2 2 3 4 4

0

5

10

15

20

25

30

35

南
○
条

南
大
通

港
町

緑
町

幸
町

南
町

栄
町

寿
町

北
○
条

北
大
通

北
町

焼
尻

天
売

無
回
答

（件）

Ｑ２．経営されている場所（地区名）をお答えください。（一つに○） 



 
 

 

①性別

経

 

表 性

番号

1 

2 

3 

 

②年齢

経

「4

 

表 年

 

 

 

 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

Ｑ３

別 

経営者の方の

性別 

号 

男性 

女性 

無回答 

齢階級 

経営者の方の

40 歳代」が

年齢階級 

号 

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳以

70 歳上

無回答 

３．経営者の

の性別は、「

選択肢 

合計 

の年齢階級は

が 19.2％と

選択肢 

代 

代 

代 

代 

以上 

上 

合計 

の方の性別と

「男性」が 8

は、「60 歳代

なっています

 

と年齢をお答

83

2.2％、「女

回答数

60

7

6

73

代」が 34.2％

す。 

回答数

0

2

14

13

25

17

2

73

2

答えください

60歳代

34.2%

70歳以上

23.3%

無

女性」が 9.6％

％と最も多く

2．女性

9.6%

3．無

8.2

い。（一つに○

［（５）企業

無回答

2.7%

％となってい

く、続いて「7

回答

2%

○） 

業向けアンケ

20歳代

0.0%
30

2

50

1

います。 

70 歳以上」

1

8

ケート調査］

0歳代

2.7%

40歳代

19.2%

0歳代

17.8%

が 23.3％、

．男性

82.2%

 



［（５）企業

 
 

 

 

①従業員の

従業員

 

表 従業員

 

 

 

②従業員数

従業員

います。

比較的

 

表 従業員

番号 

1 いる

2 いな

番号 

1 00

2 10

3 20

4 30

5 40

6 50

7 60

Ｑ４．貴社

して

業向けアンケ

の有無 

員の有無は、

員の有無 

数 

員数は、「10

 

的小規模な事

員数 

従業員

る 

ない 

合計 

従業

0～09 人 

0～19 人 

0～29 人 

0～39 人 

0～49 人 

0～59 人 

0 人～ 

合計 

社に勤務され

ている従業員

ケート調査］

「いる」が 8

人未満」が

業所が多い状

員の有無 

業員数 

れている従業

員は何名いま

 

84.9％、「い

が 62.9％と最

状況となって

回答数

6

1

7

回答数

3

1

6

業員（パート

ますか。（人

84 

2

20人

2

30人未

6.5%

40人未

4.8%

50人未

1.6%

いない」が 1

 

最も多く、続

ています。

 

 

 

数

62

1

73

数

39

3

4

3

1

0

2

62

ト含む）は、

人数、必要な

2．いない

15.1%

人未満

1.0%

未満

未満

%

未満

60人

0

15.1％とな

続いて「20

何名います

事項を記載）

人未満

.0%

っています。

人未満」が

すか。また、

） 

1．いる

84.9%

10

60人以上

3.2%

。 

21.0％とな

 

町外から通

る

0人未満

62.9%

なって

通勤



 
③家族

家

 

表 家

 

④町外

町

ます

 

表 町

番号

1 

2 

 

 

 

 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

族従業員数 

家族従業員数

家族従業員数

外から通勤し

町外から通勤

す。 

町外から通勤

号 町外か

従

いる 

いない 

号 家

1 人 

2 人 

3 人 

4 人 

5 人 

6 人 

数は、「１人

数 

している従業

勤している従

勤している従

から通勤して

従業員の有無

合計 

家族従業員数

合計 

人」が 47.2％

業員の有無

従業員の有無

従業員の有無

ている 

無 

 

数 

85

％となってい

無は、「いない

無 

回答数

26

47

73

回答数 

17

6

6

5

1

1

36

3人

16.7%

4人

13

2．いない

64.4%

います。 

い」が 64.4

［（５）企業

2人

16.7%

人

.9%

5人

2.8%

4％、「いる」

業向けアンケ

6人

2.8%

」が 35.6％

ケート調査］

1人

47.2

1．い

35.6

％となってい

 

人

2%

いる

6%

い



［（５）企業

 
⑤町外から

町外か

町外か

て「2．初

村から通

 

 表 町外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 
町

市

1 苫前

2 初

3 小平

4 留萌

5 遠別

６ 旭川

７ 滝川

８ 羽幌

９ 札幌

10 増毛

11 豊富

合計

業向けアンケ

ら通勤してい

から通勤して

から通勤して

初山別村」が

通勤している

外の市町村名

町外の 

市町村名 
回

前町 

山別村 

平町 

萌市 

別町 

川市 

川市 

幌町 

幌市 

毛町 

富町 

計 

ケート調査］

る従業員数

いる従業員数

いる従業員の

が 21.6％、

状況となって

 

 

 

 

 

 

 

回答数 

15 

8 

3 

3 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

37 

 

と市町村名

数は、26 事

の居住市町村

「3．小平町

ています。

留萌市

8.1%

遠別町

5.4%

旭川市

2.7%

札幌市

2.7%

86 

事業所で 97

村名は、「1．

町」と「4．

小平町

8.1%

市

%

市

滝川市

2.7%

豊

7 人となって

．苫前町」が

留萌市」がそ

初山別

21.6%

町

豊富町

2.7%

羽

ています。 

が 40.5％と

それぞれ 8.

別村

%

羽幌町

2.7%

と最も多く、

1％と、近隣

増毛町

2.7%

続い

隣市町

苫前町

40.5%



 
 

 

 

従業

歳以上

想が

  

表 年

番号

1 

2 

3 

4 

5 

※「現

 

Ｑ５

凡

現

理

業員の年齢構

上」の現在が

7.2％となっ

年齢構成別従

号 

30 歳未

30 歳以

50 歳以

60 歳以

70 歳以

現在」、「理想

５．従業員の

構成を併

0%

凡例

現在

理想

30

11.0

構成は、「30

が 3.3％に対

っています。

従業員数（現

選択肢 

未満    

以上 50 歳未

以上 60 歳未

以上 70 歳未

以上 

合計 

想」とも無回

の方の年齢構

併せてお答え

2

0歳未満

0%

23.8%

0 歳未満」の現

対し理想が 0

従業員の若

現在・理想）

 

未満 

未満 

未満 

回答あり 

 

構成について

えください。

20%

30歳以上

50歳未満

42.6%

87

現在が 11.0

0％、「60 歳

若返りを理想

（人） 

現在 

88

341

183

162

26

800

てお答えくだ

 

40%

満

49.7

50歳

60歳

0％に対し理

歳以上 70 歳

想としている

理想 

162

338

131

49

0

680

ださい。また

60%

7%

以上

未満

22

6

7

［（５）企業

理想が 23.8％

歳未満」の現

る事業所が多

た、経営者様

80%

.9%

60歳以上

70歳未満

業向けアンケ

％と倍増して

現在が 20.3％

多い状況です

様が考える理

%

19.3%

20.3%

70歳以上

ケート調査］

ており、「70

％に対し理

。 

理想の年齢

100%

7.2%

上

3.3%

 

0



［（５）企業

 
 

 

 

 

後継者の

と最も多く

が、希望者

 

表 後継者

 

●後継の時

1．子どもが

2,3 年後、

2．きょうだ

20 年後 

3．従業員が

6 年後、5～

4．後継者の

2 年後、8

5．その他 

社内からあ

次期会長就

 

番号 

1 子

2 き

予定

3 従業

4 後継

希

い 

5 後継

運営

6 その

7 ま

い 

8 無回

Ｑ６．後継

ても

○、

業向けアンケ

の状況は、「5．

、続いて「

者がいれば継

者の状況 

時期 

が後を継ぐ予

4 年後、5

だいや親せき

が後を継ぐ予

～10 年後 

の予定が立っ

年後、10 年

あるいはグル

就任など 

選

どもが後を継

ょうだいや

定 

業員が後を継

継者の予定が

望者がいれ

継者がいない

営をやめよう

の他 

だ後継者を

回答 

合計

継者はいらっ

も希望者に継

継承の時期

ケート調査］

．後継者がい

1．子どもが

承させても良

予定 

年後、15 年

きが後を継ぐ

予定 

っていないが

年後（2 件）

ループ企業か

選択肢 

継ぐ予定 

や親せきが後

継ぐ予定 

が立っていな

れば継承させ

いため、自分

うと思ってい

を考える年齢

計 

っしゃいます

継承させても

期を記載） 

 

いないため、自

が後を継ぐ予

良い」が 11

年後、20 年

ぐ予定 

が、希望者が

）、 

ら後継者を選

回

後を継ぐ

ないが、

せてもよ

分の代で

いる 

齢ではな

すか。また、

もよい場合）

88 

6．

7．

を

年

自分の代で運

予定」が 20.

1.0％となっ

 

年後、 

がいれば継承

選定、組合組

回答数

15

3

7

8

19

8

9

4

73

後継者がい

は、その継

5．自分の

代で運営

をやめる

26.0%

その他

11.0%

後継者

を考える

年齢では

ない

12.3%

8．

運営をやめよ

.5％、「4．後

っています。

承させてもよ

組織や内部か

る場合（後継

継承の時期を

無回答

5.5%

ようと思って

後継者の予定

 

よい 

から登用、役

継者の予定が

をお答えくだ

1．

が

2

4．希望者

がいれば

継承させ

てもよい

11.0%

ている」が 26

定が立ってい

役員選考で

が立っていな

ださい。（一つ

子ども

後を継

ぐ

20.5%

2．きょうだ

いや親せ

きが後を

継ぐ

4.1%

3．従業員

が後を継

ぐ

9.6%

6.0％

いない

なく

つに

だ
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企業の事業活性化や新たな事業展開に役立つと考えられる施策内容は、「7．観光振興策の支援」

と「17．住宅確保の支援」がそれぞれ 24 件と最も多く、続いて「5．農水産物の新たなブラン

ドの育成・認証とＰＲ支援」が 19 件、「2．新規創業に対する経営アドバイスや融資等の支援」

と「10．女性の雇用促進の支援（子育て支援）」がそれぞれ 18 件となっています。 

業種別にみると「建設会社・工事」では、「2．新規創業に対する経営アドバイスや融資等の支

援」が 7 件と最も多く、「食料品小売り」では「5．農水産物の新たなブランドの育成・認証とＰ

Ｒの支援」、「12．漁場の再生、蓄養漁業の推進等による漁獲物の安定供給と漁獲量の増加」、「17．

住宅確保の支援」及び「18．後継者募集の支援」が 3 件あげられています。 

 

 
図 企業の事業活性化や新たな事業展開に役立つと考えられる支援内容（n=245） 

16

18

15

5

19

15

24

15

3

18

16

15

8

13

3

1

24

9

8

0 10 20 30

商品開発や販路拡大等の支援

新規創業に対する経営アドバイスや融資等の支援

創業者の資金調達の円滑化支援

国内外での宣伝活動等の支援

農水産物の新たなブランドの育成・認証とＰＲの支援

6．６次産業化の取り組み支援

観光振興策の支援

他圏域から必要な能力を有する人材確保支援

産学官の共同研究の支援

女性の雇用促進の支援（子育て支援）

農地の有効活用や流動化促進等による農業の担い手確保・育

成

漁場の再生、蓄養漁業の推進等による漁獲物の安定供給と漁

獲量の増加

13．教育機関と連携した雇用の確保支援（長期インターンシップ

の実施など）

14．高齢者の就労支援や技能の活用支援

15．ブロードバンドなどIT環境の活用支援

16．電子商取引など産業活動におけるIT化支援

17．住宅確保の支援

18．後継者募集の支援

19．その他（自由記述）

（件）

Ｑ７．地方創生のために、どのような施策が経営者様の事業活性化や新たな事業展開に役立つ

とお考えでしょうか。（あてはまるもの全てに○） 
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自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標ごとに「Ａ．現況課題や方針に関する

意見」と「Ｂ．施策に関する意見」に分けて取りまとめました。 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

１．地方にお

ける安定し

た雇用を創

出する 

 

 

 

基 幹 産 業 の

育成・支援 

●企業誘致 

・企業誘致：１件 

●企業誘致 

・土地を無償提供して企業を誘致する：

１件 

・水産物や食料品製造業の誘致：１件 

地 元 産 業 の

育成・支援 

●企業育成 

・企業への支援：１件 

●企業育成 

・町内成長企業への支援：１件 

●新規産業 

・新たな産業としてベントナイト・ゼオ

ライトの事業展開：３件 

●連携 

・羽幌町と商工会の連携：１件 

・農・漁を官がサポートする体制づく

り：１件 

就 労 環 境 の

創出 

●雇用 

・雇用支援：３件 

・建設業は原材料費の高騰で雇用が困 

難：１件 

 

●雇用 

・町内全ての企業が一人ずつ若者を雇用

する：１件 

・若者のＵターンなどの相談窓口の 

設置：１件 

●後継者 

・農業、漁業の後継者育成の支援：１ 

 件 

２．地方への

新しい人の

流れをつく

る 

 

観 光 交 流 の

促進 

 ●観光施設 

・町民が集まって食事ができる施設の整

備：１件 

地 域 ブ ラ ン

ドの創出 

 ●地域ブランド 

・海産物、農産物、サフォークなどのブ

ランド化、付加価値化：３件 

・一次産業の 6 次産業化の全面支援：

１件 

移住・定住 ●住宅 

・住宅の確保：２件 

 

 

  

Ｑ８．若者やＵＩＪターンによる人材を雇用するために、お考えの具体的な事業がありまし

たらお書きください。（自由に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

子育て支援 

 

●子育て支援 

・子育て支援：１件 

 

教 育 環 境 の

向上 

 ●大学 

・高校生や大学生への支援：１件 

・町外に転出している学生に対し、卒業

後の町内就職を条件に一部学費を支

援する：１件 

４．時代にあ

った地域を

つくり、安

心な暮らし

を守るとと

もに、地域

と地域を連

携する 

医療 ●医療 

・医療施設と医師の充実：１件 

 

その他 ●まちづくり 

・魅力あるまちづくり：１件 
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自由記述意見について、国の総合戦略における基本目標ごとに「Ａ．現況課題や方針に関する

意見」と「Ｂ．施策に関する意見」に分けて取りまとめました。 

国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

１．地方にお

ける安定し

た雇用を創

出する 

 

 

 

基 幹 産 業 の

育成・支援 

 ●企業誘致 

・専門学校や大学の誘致：２件 

地 元 産 業 の

育成・支援 

 ●企業育成 

・製造業の加工性の向上及び販路拡大の

支援：１件 

・羽幌町の知名度アップに貢献している

企業への支援：１件 

・利子補給制度の復活（起業支援・企業

支援）：１件 

・若者が働いている会社への支援：１件

就 労 環 境 の

創出 

 ●雇用 

・若者の雇用を確保する：２件 

・女性従業員の増加：１件 

・役場職員町外からの採用の禁止：１件

●技術力 

・従業員のスキルアップへの支援：１件

その他  ●その他 

・地元での購買運動の実施：２件 

２．地方への

新しい人の

流れをつく

る 

観 光 交 流 の

促進 

 ●ＰＲ 

・街コンを開催して羽幌町の魅力を発信

する：１件 

地 域 ブ ラ ン

ドの創出 

●特産品 

・地域ブランドの創出：１件 

 

移住・定住  ●移住 

・譲渡型定住促進住宅：１件 

・空き地・空き家を移住者に提供する：

１件 

・外国人の移住：１件 

●住宅 

・公営住宅の増加：１件 

・公営住宅の住戸型別の適正供給：１件

（子育て世代に広く、高齢世帯には狭

く）：１件 

  

Ｑ９．その他、人口減少対策のためのご意見等がありましたらお書きください。 

（自由に意見を記載） 
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国の政策 

分野 
サブタイトル Ａ．現況課題や方針に関する意見 Ｂ．施策に関する意見 

３．若い世代

の結婚・出

産・子育て

の希望をか

なえる 

出 生 率 を 高

める 

 ●経済的支援 

・出産祝い金：１件 

子育て支援 

 

●子育て支援 

・子育て支援：４件 

●経済的支援 

・中学生、高校生までの医療費無償化：

３件 

・子育て世代への家賃補助：１件 

教 育 環 境 の

向上 

 ●高校 

・羽幌高校に町外から学生を集めるため

の支援・ＰＲ：１件 

●経済的支援 

・教育費助成制度：1 件 

４．時代にあ

った地域を

つくり、安

心な暮らし

を守るとと

もに、地域

と地域を連

携する 

都 市 基 盤 施

設 

 ●公園 

・スポーツ公園を整備して合宿を誘致す

る：１件 

介護 

 

●福祉 

・福祉施設の充実：２件 

●福祉 

・24 時間訪問介護システムの確立：１

件 

・高齢者の住・食環境（食堂が付いた集

合住宅）の整備：１件 

医療 

 

●医療 

・医療施設の充実：４件 

 

地 域 コ ミ ュ

ニティ 

●地域コミュニティ 

・住民のスポーツ振興：１件 

 

その他 ●まちづくり 

・コンパクトなまちづくり：１件 

・高齢者の喜びがあるまちづくり：１ 

 件 

●その他 

・成功事例調査：１件 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資 料 編＞ 
 

・高校生アンケート調査票 

・一般向けアンケート調査票 

・転入者向けアンケート調査票 

・転出者向けアンケート調査票 

・企業向けアンケート調査票 

・（別紙）羽幌町における人口の現況と地方創生について 
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◆人口減少対策のためのアンケート調査◆ 

 

●アンケート調査へのご協力のお願い 

日頃より、羽幌町のまちづくりにご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございま

す。 

現在、人口減少への対策が急がれており、羽幌町としても、安定した雇用の創出、UIJ

ターンなどにより新しい人の流れをつくることや、若い世代の結婚・出産・子育ての希望

をかなえていく必要があると考えております。 

 このため、本調査は、羽幌町内に就業して快適な生活を送っていただくために、どのよ

うな政策が必要なのかを把握するためのアンケート調査で、就職を希望する業種や町内に

就職するための条件などについてのご意見等をお聞きするものです。 

 ご協力いただきますようお願いいたします。 

 なお、羽幌町におけるこれまでの人口と将来の人口の推計は別紙をご覧ください。 

                 平成２7 年５月  羽幌町長 駒井 久晃 

●ご回答にあたって 

・この調査は、羽幌町が直接行うものです。 

・この調査は、羽幌高校、苫前商業高校、天売高校の皆さんを対象に実施させていただきました。 

・調査票は、無記名とし、回答結果は全て統計的に処理されますので、回答内容が他人に知

れることはありません。また、他の目的にも一切使用いたしません。 

●お問合せ 

〒０７８－４１９８  羽幌町南町１番地の１ 

  羽幌町役場 地域振興課政策推進係 担当：富樫、和田 

  ＴＥＬ：０１６４－６８－７０１３（直通） ＦＡＸ：０１６４－６２－１２１９ 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：c-seisaku@town.haboro.lg.jp 

 

 

Ｑ１．「性別」と「学年」をお答えください。           （それぞれ一つに○） 

1．男性  2．女性  1．１年生  2．２年生  3．３年生 

Ｑ２．あなたの出身中学校をお答えください。              （一つに○） 

1．羽幌中学校    2．天売中学校    3．焼尻中学校   4．苫前中学校 

5．古丹別中学校   6．初山別中学校   ７．鬼鹿中学校 

８．その他（学校名：                 ） 

 

問１．あなたご自身について、お答えください。 

高校生アンケート調査 
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Ｑ１．卒業後は、進学又は就職のどちらを希望しますか。 （一つに○、市町村を記載） 

1．進学を希望（どちらの市町村への進学を希望しますか：         ） 

  2．就職を希望（どちらの市町村への就職を希望しますか：         ） 

３．まだ、わからない 

 

Ｑ２．将来どのような業種への就職を希望しますか。          （三つまで○） 

1．公務員・法律・政治系の職業 

2．ビジネス系の職業（経営者、起業家、事務、営業など） 

3．語学系の職業（通訳、翻訳など） 

4．旅行・観光系の職業（観光ガイド、ツアーコンダクター） 

5．公共交通機関の乗り物系の職業（鉄道、フェリー、バス、タクシーなど） 

6．ホテル・ブライダル系の職業 

7．マスコミ・芸能系の職業（アナウンサー、カメラマン、俳優など） 

8．音楽・イベント系の職業（音楽プロデューサー、作詞作曲家など） 

9．デザイン・写真・芸術系の職業 

10．調理・製菓系の職業 

11．栄養系の職業（栄養士など） 

12．健康・スポーツ系の職業（整体師、スポーツトレーナーなど） 

13．医療・医療事務系の職業（医師、看護師、歯科技工士など） 

14．福祉系の職業（介護ヘルパー、ケアマネージャーなど） 

15．保育・教育系の職業（保育士、幼稚園教師、小中学校教諭など） 

16．ファッション系の職業（カラーコーディネーター、ファッションデザイナーなど）

17．理容・美容系の職業 

18．自動車系の職業 

19．機械・電気・電子系の職業 

20．建築・土木・インテリア系の職業 

21．コンピューター・ゲーム系の職業 

22．動物・植物・フラワー系の職業 

23．環境・バイオ系の職業 

24．モノづくり系の職業（製造業、機械組立工など） 

25．冠婚葬祭系の職業 

26．出版系の職業（ライター、編集者など） 

27．自然系の職業（農業、林業、漁業など） 

28．資産・金融系の職業（銀行業、不動産業など） 

29．その他（                              ） 

問２．高校卒業後の進路や職業などについて、お答えください。 
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Ｑ３．羽幌町内に希望する業種の雇用先があれば、あなたは、羽幌町での就職（進学後を

含む。）を検討しますか。 （一つに○） 

1．ぜひ羽幌町での就職を検討したい 

2．できれば羽幌町での就職を検討したい 

3．あまり羽幌町での就職を検討してみたいと思わない 

4．羽幌町での就職検討は考えられない 

 ※それぞれを選択した理由をお答えください。 

 

 

 

 

 

Ｑ３－１．Ｑ３で 1、または、2 をお答えの方への質問です。羽幌町で就職を検討する

にあたって、どのような情報があると良いですか。（あてはまるもの全てに○） 

1．羽幌町内の企業だけを特定した求人情報 

２．具体的な仕事内容 

３．社風や社内の雰囲気 

４．会社の将来性 

５．入社後の待遇（給与条件、休暇等） 

６．羽幌町内の住宅情報（空家情報、家賃等の諸条件） 

７．現在は求人していないものの、将来、後継者を求める企業の情報 

８．特にない 

 

Ｑ３－２．Ｑ３で３、または、４をお答えの方への質問です。Ｑ３の理由のほか羽幌町

で生活するのにどのような問題があると感じていますか。また、どのような工

夫をすれば快適な生活を送れると思いますか。     （自由に意見を記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３－１へお進みください。 

Ｑ３－２へ 

お進みください。 

問３へ 

お進み 

ください。 
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Ｑ３－３．Ｑ３で３、または、４をお答えの方への質問です。一度、出身地以外に就職し、

しばらくたった後、また、出身地に就職（いわゆるＵターン）することは考えら

れますか。                         （一つに○） 

 1．いずれは出身地で就職したい。または、 

就職することもあり得る        → Ｑ３－４へお進みください。 

 2．わからない 

 3．出身地で就職することは、あまり考え 

られない、または、全く考えられない 

 

Ｑ３－４．Ｑ３－３で１をお答えの方への質問です。Ｕターンする場合、どのような情報

があると便利だと感じますか。                （一つに○） 

1．羽幌町内の企業だけを特定した求人情報 

２．具体的な仕事内容 

３．社風や社内の雰囲気 

４．会社の将来性 

５．入社後の待遇（給与条件、休暇等） 

６．羽幌町内の住宅情報（空家情報、家賃等の諸条件） 

７．現在は求人していないものの、将来、後継者を求める企業の情報 

８．特にない 

 

 

 

Ｑ１．羽幌町の人口の減少率を軽減、または、人口を増加させていくためのご意見等があ

りましたらお書きください。                （自由に意見を記載） 

 

 

 

 

 

 

アンケートは、以上で終了です。ご記入ありがとうございました。 

答え忘れがないかもう一度お確かめください。 

担任の先生まで提出するようお願いします。 

問３．人口減少対策について、お答えください。 

問３へお進みください。 
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◆結婚、出産、子育てに関するアンケート調査◆ 
 

●アンケート調査へのご協力のお願い 

日頃より、羽幌町のまちづくりにご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございま

す。 

昨今、我が国においては、「まち・ひと・しごと創生法」が施行され、「人口減少問題の

克服」や「ＧＤＰなど成長力の確保」などを展望した、長期ビジョンが示されたところで

す。 

これに対し、羽幌町といたしましても、安定した雇用の創出、ＵＩＪターンなど新しい

人の流れをつくることや、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるなど、国と地

方が一体となり人口を確保していくための政策が必要と考えています。 

 このため、本調査は、人口問題を検討していく中で重要な、結婚、子育てについて、ど

のような政策が必要なのかを把握するためのアンケート調査で、結婚のメリットや子育て

支援の内容などについてご意見等をお聞きするものです。 

 お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 なお、羽幌町におけるこれまでの人口と将来の人口の推計は別紙をご覧ください。 

平成２7 年５月  羽幌町長 駒井 久晃  

●ご注意 

お答えいただいたアンケート票は、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）までに投函し

ていただきますよう、お願いいたします。 

●ご回答にあたって 

・この調査は、羽幌町が直接行うものです。 

・この調査は、羽幌町にお住まいの町民の中から無作為抽出により、1,200 名の方々を対

象に実施させていただきました。 

・調査票は、無記名とし、回答結果は全て統計的に処理されますので、回答内容が他人に知

れることはありません。また、他の目的にも一切使用いたしません。 

●お問合せ 

〒０７８－４１９８  羽幌町南町１番地の１ 

  羽幌町役場 地域振興課政策推進係 担当：富樫、和田 

  ＴＥＬ：０１６４－６８－７０１３（直通） ＦＡＸ：０１６４－６２－１２１９ 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：c-seisaku@town.haboro.lg.jp 

 

 

Ｑ１．あなたは結婚していますか。                   （一つに○） 

1．結婚している（配偶者がいる） 

2．未入籍で同居している（パートナーがいる） 

3．配偶者・パートナーが以前いたことがある 

4．配偶者・パートナーはこれまで得たことはない 

問１．結婚について、お答えください。 

Ｑ２へ 

お進みください。 

Ｑ１－１へ 

お進みください。 

一般向けアンケート調査 
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 Ｑ１－１．Ｑ１で 3、または、4 をお答えの方への質問です。今後、結婚したいと思い

ますか。                         （一つに○） 

1．できればすぐにでも結婚したい 

  2．いずれは結婚したい 

  3．それほどしたくないが、いずれ結婚することになるだろう 

  4．戸籍上の結婚にこだわらないが、パートナーは欲しい 

  5．できれば結婚もしたくないし、パートナーも特に欲しいと 

は思わない 

  6．その他（                      ） 

 

 Ｑ１－２．Ｑ１－１で 1 から 4 をお答えの方への質問です。婚活事業を行った場合にあ

なたは参加されますか。                   （一つに○） 

1．ぜひ、参加したい  2．多分、参加する   3．わからない 

4．多分、参加しない  5．まず、参加しない 

 

Ｑ２．配偶者（パートナー）を得ることによるメリット（いい影響や利点）は、どのよう

なことだと思いますか。              （あてはまるもの全てに○） 

1．精神的に安定する            2．経済的に安定する  

3．子どもを産み育てることができる     4．社会的に認められる 

5．友人が増える              6．家族や親戚が増える 

7．親から独立できる            8．家事を分担してもらえる 

9．生活スタイルを変えることができる    10．老後についての安心感が生まれる 

11．その他（                              ） 

12．特に得られるものはない 

 

Ｑ３．配偶者（パートナー）を得ることによって生じる問題点は、どのようなことだと思

いますか。                    （あてはまるもの全てに○） 

1．精神的負担が大きい         2．経済的に苦しくなる 

3．妊娠、出産や子育てが大変      4．社会的な責任が生じる 

5．友人との付き合いが限定される    6．配偶者の親や親戚との付き合いが増す 

7．親に頼れなくなる          8．家事・育児などの仕事が増える 

  9．生活スタイルが限定される      10．配偶者の親の世話を求められる 

11．その他（                                 ）

12．特に問題は感じない 

Ｑ１－２へ 

お進みくだ 

さい。 

Ｑ２へ 

お進みくだ 

さい。 
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Ｑ４．配偶者やパートナーと暮らす場合、家事などについてどのように分担し合うことが

理想だと思いますか。①から⑦のそれぞれについて、1 から 6 の番号に一つずつ○を

付けてください。                （①から⑦について一つに○） 

 
男性のみ

が行う 

男性中心

に女性も

行う 

男性も女

性も同程

度に行う 

女性中心

に男性も

行う 

女性のみ

が行う 

性別に関

係なく行

う 

①生計を立てる

ための仕事 
1 2 3 4 5 6 

②家事 1 2 3 4 5 6 

③育児 1 2 3 4 5 6 

④家計管理 1 2 3 4 5 6 

⑤子どもの教育 1 2 3 4 5 6 

⑥近所や地域で

の付き合い 
1 2 3 4 5 6 

⑦親の介護 1 2 3 4 5 6 

 

Ｑ５．この設問は、配偶者（パートナー）がいる方への質問です。現在、家事などについ

て配偶者（パートナー）との実際の役割分担は、どのようにしていますか。①から⑦

のそれぞれについて、1 から 6 の番号に一つずつ○を付けてください。          

 （①から⑦について一つに○） 

 

男性のみ

が行って

いる 

男性中心

に女性も

行ってい

る 

男性も女

性も同程

度に行っ

ている 

女性中心

に男性も

行ってい

る 

女性のみ

が行って

いる 

性別に関

係なくで

きる方が

行ってい

る 

①生計を立てる

ための仕事 
1 2 3 4 5 6 

②家事 1 2 3 4 5 6 

③育児 1 2 3 4 5 6 

④家計管理 1 2 3 4 5 6 

⑤子どもの教育 1 2 3 4 5 6 

⑥近所や地域で

の付き合い 
1 2 3 4 5 6 

⑦親の介護 1 2 3 4 5 6 
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Ｑ１．あなたはこれまで、小学生までの子ども（乳幼児・児童期）の子育てに関わったこ

とがありますか。                    （主なもの一つに○） 

 1．現在、自分の子どもの子育てをしている 

 2．現在はしていないが、以前、自分の子どもの子育てをしたこと 

がある 

3．自分の子どもではないが、きょうだいや親せきの子どもを預っ 

たり、日常的に世話をしている（したことがある） 

 4．自分の子どもではないが、職業上、保育や児童の教育に携わっ 

ている（携わっていた） 

 5．子育てについて、ほとんど経験はない     → Ｑ１－２へお進みください。 

Ｑ１－１．Ｑ１で 1 から 4 をお答えの方への質問です。子育て未経験の人に対して、子

育て経験をすることを勧めたいと思いますか。       （一つに○） 

 1．ぜひ勧めたい     2．どちらかといえば勧めたい 

3．あまり勧めたくない  4．勧めたくない   5．わからない 

 Ｑ１－２．Ｑ１で 5 をお答えの方への質問です。結婚するかしないかを別にして考えた

場合、子育てをしてみたいと思いますか。           （一つに○） 

1．ぜひ子育てしてみたい   2．機会があれば子育てしてみたい 

 3．あまり子育てしてみたいと思わない  4．子育てしたくない 

 5．わからない 

 

Ｑ２．妊娠、出産、子育てに関する不安は、どのようなところにあると思いますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

  1．仕事をするチャンスが減る（無くなる） 

2．仕事に集中できない 

3．経済的な負担が大きい 

4．精神的・肉体的に負担が大きい 

5．余暇の時間が持てない 

6．家庭の外の人と交流する機会や時間が減る 

7．行動範囲が狭くなる 

8．その他（                                ）

9．特にない 

10．わからない 

問２．子育てについて、お答えください。 

Ｑ１－１へ 

お進みくだ 

さい。 

Ｑ２へ 

お進みくだ 

さい。 
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Ｑ３．お子さんは何人ぐらいほしいですか（ほしかったですか）。     （一つに○） 

現在、お子さんがいらっしゃる方 現在、お子さんがいらっしゃらない方 

1．現在よりも１人多くほしい 

（ほしかった） 

2．現在よりも２人多くほしい 

（ほしかった） 

3．現在よりも３人多くほしい 

（ほしかった） 

4．現在の子どもの数は、 

考えていたとおりである 

5．子どもの数は考えていない 

（いなかった） 

1．１人ほしい（ほしかった） 

2．２人ほしい（ほしかった） 

3．３人ほしい（ほしかった） 

4．出来る限り多くほしい 

（ほしかった） 

5．ほしいとは思わない 

（思わなかった） 

6．子どもの数は考えていない 

 （いなかった） 

Ｑ４．Ｑ３の「現在、お子さんがいらっしゃる方」で１から３をお答えの方と「現在、お

子さんがいらっしゃらない方」への質問です。「考えていたよりもお子さんの数が少な

い理由」、あるいは、「お子さんがいらっしゃらない理由」について、該当するものが

あればお答えください。                    （三つまで○） 

1．結婚していない（いなかった）、パートナーがいない（いなかった） 

2．子どもはほしいと考えている（考えていた） 

3．住宅が狭い（狭かった） 

4．家計にゆとりがほしい（ほしかった） 

5．仕事と育児の両立が難しい（難しかった） 

6．身近に子育てを手伝ってくれる人がいない（いなかった） 

  7．子育て支援サービスが充実していない（いなかった） 

  8．配偶者と意見が合わない（合わなかった） 

9．他の子どもに手が回らなくなる（回らなかった） 

 10．教育費がかかる 

 11．育児の身体的・精神的な負担が大きい 

 12．夫婦で楽しむ時間を大切にしたい（したかった） 

  13．趣味やレジャーの時間を大切にしたい（したかった） 

  14．子育てに自信がない（なかった） 

  15．子どもが苦手だから（だった） 

 16．健康上の理由で 

 17．年齢的な理由で 

 18．その他（                             ） 

 19．特に理由はない 

Ｑ５．羽幌町は、子育てしやすい環境にあると思いますか。       （一つに○） 

 1．子育てしやすい      2．やや子育てしやすい 

3．やや子育てしづらい    4．子育てしづらい     5．わからない 

Ｑ４へ 

お進み 

ください。

Ｑ４へ 

お進み 

ください。

Ｑ５へ 

お進み 

ください。
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Ｑ６．妊娠や出産、子育てをするにあたって、どのような支援策があれば良いと思います

か。特にあてはまるものをお答えください。 （三つまで○、一部必要な事項を記載） 

1．保育所を増やす 

2．保育所のサービスを充実する（例えば：                ） 

3．保育所の保育費の負担を軽減する 

4．幼稚園を増やす 

5．幼稚園の教育内容を充実する（例えば：                ） 

6．幼稚園の入園料や月々の保育料を軽減する 

7．認定子ども園を増やす 

８．子育てサークルなど地域活動を充実する 

９．冬の移動手段や遊び場の設置 

10．子育てしやすい居住環境 

11．子どもの遊び場を増やす 

12．その他（                              ） 

13．わからない 

Ｑ７．地域ぐるみで子育てを支援しようという子育て支援サービスや託児ボランティアな

どがあれば、あなたは利用したり、または、担い手（サービス提供側）として参加し

てみたいと思いますか。                  （それぞれ一つに○） 

●子育て支援サービスを受ける立場として 

（現在、子育てしていない方は、子育てしていると想定してお答えください） 

1．ぜひ利用したい        2．できれば利用したい  

3．あまり利用したいと思わない  4．利用したいと思わない 

5．わからない 

 

●子育て支援サービスの担い手（提供者）として 

1．ぜひ参加してみたい      2．できれば参加してみたい 

3．あまり参加したと思わない   4．参加したいと思わない 

5．わからない 

 

 

 

Ｑ１．婚姻率を高める方法として、効果的と思われる方法がありましたらお書きください。         

（自由に意見を記載） 

 

 

 

問３．人口減少対策について、お答えください。 
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Ｑ２．出生率を高める方法として、効果的と思われる方法や希望する支援などがありまし

たらお書きください。                   （自由に意見を記載） 

 

 

Ｑ３．若者等の職を確保するために、どのような産業分野を重点的に支援することが良い

と考えますか。                         （三つまで○） 

1．農業    2．林業     3．畜産業   4．水産業 

5．商業    6．観光産業   7．建設業   8．製造業（食品加工業など） 

9．エネルギー産業（風力発電など）   10．医療・福祉産業 

 11．その他（            ） 12．産業全般を均等に支援する 

Ｑ４．その他、人口減少対策に効果的と思われる方法がありましたらお書きください。 

                （自由に意見を記載） 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１．性別と年齢をお答えください。                  （一つに○） 

1．男性 

2．女性 

 
1．２０歳代    2．３０歳代    3．４０歳代 

4．５０歳代    5．６０歳以上 

Ｑ２．職業をお答えください。                     （一つに○） 

1．農業    2．林業    3．漁業     4．商業・サービス業 

5．製造業・建設業   6．公務員・団体職員    7．パート・アルバイト 

8．その他の職業    9．無職（主婦・学生含む） 

Ｑ３．現在、あなたは、どなたと同居していますか。    （あてはまるもの全てに○） 

1．なし（ひとりぐらし）   2．配偶者（パートナー）   3．親 

4．子ども    5．兄弟姉妹    6．その他 

Ｑ４．お子さんの人数について、お答えください。           （人数を記載） 

同居（   ）人、別居（町内で生活：   人）、別居（町外で生活：   人） 

 

問４．最後にあなた自身について、お答えください。 



8 
 

Ｑ５．お子さんの年齢について、お答えください。（あてはまるもの全てに○、人数を記載） 

1．保育園児、または、認定こども園保育部門（  人）         

2．幼稚園児、または、認定こども園幼稚園部門（  人） 

3．1 と 2 以外の未就学児（  人）  

4．小学生（  人） 

 5．中学生（  人）   

6．高校生（町内  人、町外居住  人） 

 7．18 歳以上の学生（大学生・専門学校生など）（町内  人、町外居住  人） 

 8．18 歳以上の学生以外の方（町内   人、町外居住   人） 

Ｑ６．あなたのお住まいをお答えください。               （一つに○） 

1．南○条  ２．南大通  ３．港町    ４．緑町   ５．幸町   ６．南町 

７．栄町   ８．寿町   ９．北○条  10．北大通  11．浜町  12．北町 

13．朝日   14．汐見  15．高台   16．築別    17．上築  18．曙 

19．中央    20．平   21．上羽幌   22．焼尻    23．天売 

Ｑ７．お住まいになっている住居について、お答えください。       （一つに○） 

1．賃貸アパート 

2．一戸建て（賃貸） 

3．一戸建て（持ち家） 

4．公営住宅 

5．その他（               ） 

Ｑ８．世帯全体の１年間の収入について、お答えください。        （一つに○） 

1．300 万円未満   2．300～500 万円    3．500～700 万円 

4．700～1,000 万円   5．1,000～1,500 万円   6．1,500 万円以上 

Ｑ９．あなたの出身地について、お答えください。            （一つに○） 

 1．羽幌町内  2．羽幌町以外の北海道内（市町村名：    ） 3．北海道外 

アンケートは以上です。ありがとうございました。 

答え忘れがないかもう一度お確かめのうえ、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）ま

でに投函くださいますようお願いいたします。 
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◆アンケート調査のお願い◆ 

 

日頃より、羽幌町のまちづくりに、ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

羽幌町では、転入された皆様の転入理由や居住環境の満足度などを把握し、人口減少対

策など今後のまちづくりへの基礎資料として活用させていただくため、アンケート調査を

実施することとしました。 

お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

なお、羽幌町におけるこれまでの人口と将来の人口の推計は別紙をご覧ください。 

平成２7 年５月  羽幌町長 駒井 久晃  

●ご注意 

お答えいただいたアンケート票は、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）までに投函

していただきますよう、お願いいたします。 

●ご回答にあたって 

・この調査は、羽幌町が直接行うものです。 

・この調査は、平成 26 年３月から４月にかけて羽幌町へ転入された方々を対象に実施させ

ていただきました。 

・調査票は、無記名とし、回答結果は全て統計的に処理されますので、回答内容が他人に知

れることはありません。また、他の目的にも一切使用いたしません。 

●お問合せ 

〒０７８－４１９８  羽幌町南町１番地の１ 

  羽幌町役場 地域振興課政策推進係 担当：富樫、和田 

  ＴＥＬ：０１６４－６８－７０１３（直通） ＦＡＸ：０１６４－６２－１２１９ 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：c-seisaku@town.haboro.lg.jp 

Ｑ１．性別と年齢をお答えください。                  （一つに○） 

1．男性 

2．女性 

 
1．２０歳代    2．３０歳代    3．４０歳代 

4．５０歳代    5．６０歳以上 

Ｑ２．職業をお答えください。                     （一つに○） 

1．農業    2．林業    3．漁業     4．商業・サービス業 

5．製造業・建設業   6．公務員・団体職員    7．パート・アルバイト 

8．その他の職業    9．無職（主婦・学生含む） 

 

転入者向けアンケート調査 
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Ｑ３．あなたの出身地は、どちらですか。               （一つに○） 

1．羽幌町 

２．北海道内（市町村名を記入してください ：         ） 

３．北海道外（都道府県名を記入してください：         ） 

 

Ｑ４．転入前後の家族構成についてお答えください。  （転入前、転入後とも一つに○） 

転入前 
 1．一人世帯      2．夫婦のみ     3．夫婦と子ども 

4．ひとり親と子ども  5．夫婦と親と子   6．その他 

転入後 
1．一人世帯      2．夫婦のみ     3．夫婦と子ども 

4．ひとり親と子ども  5．夫婦と親と子   6．その他 

 

Ｑ５．転入前のお住まいをお答えください。           （必要な事項を記載） 

都道府県名：           市町村名：             

 

Ｑ６．現在のお住まいをお答えください。                （一つに○） 

1．南○条  ２．南大通  ３．港町    ４．緑町   ５．幸町   ６．南町 

７．栄町   ８．寿町  ９．北○条  10．北大通   11．浜町  12．北町 

13．朝日   14．汐見  15．高台   16．築別    17．上築  18．曙 

19．中央    20．平   21．上羽幌   22．焼尻    23．天売 

 

Ｑ７．転入された時の気持ちで、あてはまるものはどれですか。（一つに○） 

1．羽幌町に魅力を感じて転入した   → Ｑ７－１へお進みください。 

2．周辺市町村と比較して転入した   → Ｑ７－２へお進みください。 

3．その他              → Ｑ８へお進みください。 

 

 Ｑ７－１．Ｑ７で 1 をお答えの方への質問です。どのような点に魅力を感じましたか。         

（自由な意見を記載） 

 

 

Ｑ８へお進みください。
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Ｑ７－2．Ｑ７で 2 をお答えの方への質問です。どのような点が周辺市町村と比較して

良いと感じましたか。               （自由な意見を記載） 

 

 

 

Ｑ８．転入されることになった最も大きなきっかけは何ですか。     （一つに○） 

1．仕事の都合（就職、転職、転勤、退職など） → Ｑ８－１へお進みください。 

2．お子さんの学校の都合 

 3．住宅の都合（広さ、設備、家賃） 

4．結婚のため 

5．離婚のため 

 6．家族から独立するため 

7．家族と同居するため 

8．その他（               ） 

 

 Ｑ８－１．Ｑ８で 1 をお答えの方への質問です。仕事の都合は、どの内容ですか。      

（一つに○） 

1．就職  2．転職  3．通勤  4．退職  5．その他（       ）

 

Ｑ９．羽幌町に住んでみて、どの点に魅力を感じていますか。（あてはまるもの全てに○） 

1．買い物など日常生活の利便さ     2．通勤・通学の利便さ 

3．物価が安い             4．近所づきあい 

5．住宅条件              6．教育環境 

  7．介護施設など福祉環境        8．病院など医療環境 

  9．子育てのしやすさ          10．道路・公園などの施設 

 11．保安・防犯            12．自然環境 

 13．観光地としての魅力        14．食べ物がおいしい 

 15．その他（                               ）

 

Ｑ９へお進みください。 
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Ｑ１０．羽幌町に住んでみて、どの点に不満を感じていますか。（あてはまるもの全てに○） 

1．買い物など日常生活の不便さ     2．通勤・通学の不便さ 

3．物価が高い             4．近所づきあい 

5．住宅条件              6．教育環境 

  7．介護施設など福祉環境        8．病院など医療環境 

  9．子育てのしづらさ          10．道路・公園などの施設 

 11．保安・防犯            12．自然環境 

 13．観光地として魅力がない      14．地物を食べられる所がない 

 15．その他（                               ）

 

Ｑ１１．羽幌町に住んで、現時点で満足していますか。          （一つに○） 

1．満足              2．どちらかといえば満足 

3．どちらかと言えば不満足     4．不満足 

 

Ｑ１２．今後とも羽幌町に住みつづけたいと思いますか。         （一つに○） 

1．現在の住宅にこれからも住みつづけたい  

2．転居するかもしれないが、羽幌町内に住みつづけたい 

3．将来は町外に引っ越したい 

4．将来は町外に引っ越さざるを得ない 

5．不満を感じている点が改善されれば、住みつづけたい 

6．わからない 

 

Ｑ１３．その他、羽幌町に住んでいて感じることや、人口減少対策に関するご意見などあ

りましたら、お書きください。            （自由に意見を記載） 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ありがとうございました。 

答え忘れがないかもう一度お確かめのうえ、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）ま

でに投函くださいますようお願いいたします。 
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◆アンケート調査のお願い◆ 

 

羽幌町にお住まいの時は、本町のまちづくりに、ご理解とご協力をいただき、誠にあり

がとうございました。 

現在、羽幌町では、転出された皆様の転出理由や居住環境の満足度などを把握し、人口

減少対策など今後のまちづくりへの基礎資料として活用させていただくため、アンケート

調査を実施することとしました。 

お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

なお、羽幌町におけるこれまでの人口と将来の人口の推計は別紙をご覧ください。 

平成２7 年５月  羽幌町長 駒井 久晃  

●ご注意 

お答えいただいたアンケート票は、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）までに投函

していただきますよう、お願いいたします。 

●ご回答にあたって 

・この調査は、羽幌町が直接行うものです。 

・この調査は、平成 26 年３月から４月にかけて羽幌町から転出された方々を対象に実施さ

せていただきました。 

・調査票は、無記名とし、回答結果は全て統計的に処理されますので、回答内容が他人に知

れることはありません。また、他の目的にも一切使用いたしません。 

●お問合せ 

〒０７８－４１９８  羽幌町南町１番地の１ 

  羽幌町役場 地域振興課政策推進係 担当：富樫、和田 

  ＴＥＬ：０１６４－６８－７０１３（直通） ＦＡＸ：０１６４－６２－１２１９ 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：c-seisaku@town.haboro.lg.jp 

Ｑ１．性別と年齢をお答えください。                  （一つに○） 

1．男性 

2．女性 

 
1．２０歳代    2．３０歳代    3．４０歳代 

4．５０歳代    5．６０歳以上 

Ｑ２．職業をお答えください。                     （一つに○） 

1．農業    2．林業    3．漁業     4．商業・サービス業 

5．製造業・建設業   6．公務員・団体職員    7．パート・アルバイト 

8．その他の職業    9．無職（主婦・学生含む） 

転出者向けアンケート調査 
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Ｑ３．あなたの出身地はどちらですか。                （一つに○） 

1．羽幌町 

２．北海道内（市町村名を記入してください ：         ） 

３．北海道外（都道府県名を記入してください：         ） 

Ｑ４．羽幌町に住まわれた時と、現在の家族構成についてお答えください。 

（それぞれ一つに○） 

転出前 

 1．一人世帯      2．夫婦のみ     3．夫婦と子ども 

4．ひとり親と子ども  5．夫婦と親と子   6．その他 

転出後 

1．一人世帯      2．夫婦のみ     3．夫婦と子ども 

4．ひとり親と子ども  5．夫婦と親と子   6．その他 

Ｑ５．羽幌町に住まわれていた時の地域をお答えください。      （一つに○） 

1．南○条  ２．南大通  ３．港町    ４．緑町    ５．幸町   ６．南町 

７．栄町   ８．寿町  ９．北○条  10．北大通   11．浜町  12．北町 

13．朝日   14．汐見 15．高台   16．築別    17．上築 18．曙 

19．中央    20．平  21．上羽幌  22．焼尻   23．天売 

Ｑ６．現在の居住地をお答えください。            （必要な事項を記載） 

都道府県名：           市町村名：             

Ｑ７．羽幌町から転出された時の気持ちで、あてはまるものはどれですか。（一つに○） 

1．仕方なく転出した  

2．どちらかといえば、仕方なく転出した 

3．どちらかといえば、早く転出したかった 

4．早く転出したかった 

5．どちらともいえない 
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Ｑ８．転出されることになった最も大きなきっかけは何ですか。     （一つに○） 

1．仕事の都合（就職、転職、転勤、退職など） → Ｑ８－１へお進みください。 

2．お子さんの学校の都合 

 3．住宅の都合（広さ、設備、家賃） 

4．結婚のため 

5．離婚のため 

 6．家族から独立するため 

7．家族と同居するため 

8．その他（               ） 

 Ｑ８－１．Ｑ８で 1 をお答えの方への質問です。仕事の都合は、どの内容ですか。      

（一つに○） 

1．就職  2．転職  3．通勤  4．退職  5．その他（       ）

Ｑ９．羽幌町に住んでいて、どの点に魅力を感じていましたか。（あてはまるもの全てに○） 

1．買い物など日常生活の利便さ     2．通勤・通学の利便さ 

3．物価が安い             4．近所づきあい 

5．住宅条件              6．教育環境 

  7．介護施設など福祉環境        8．病院など医療環境 

  9．子育てのしやすさ          10．道路・公園などの施設 

11．保安・防犯              12．自然環境 

13．観光地としての魅力         14．食べ物がおいしい 

 15．その他（                               ） 

Ｑ１０．羽幌町に住んでいて、どの点に不満を感じていましたか。 

（あてはまるもの全てに○） 

1．買い物など日常生活の不便さ     2．通勤・通学の不便さ 

3．物価が高い             4．近所づきあい 

5．住宅条件              6．教育環境 

  7．介護施設など福祉環境        8．病院など医療環境 

  9．子育てのしづらさ          10．道路・公園などの施設 

11．保安・防犯             12．自然環境 

13．観光地として魅力がない       14．地物を食べられる所がない 

15．その他（                               ） 

Ｑ９へお進みください。 
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Ｑ１１．羽幌町に住んで、満足でしたか。               （一つに○） 

1．満足           2．どちらかといえば満足 

3．どちらかと言えば不満足  4．不満足 

 

Ｑ１２．もし、機会があれば、羽幌町にもう一度住みたいと思いますか。  （一つに○） 

1．住みたい      2．住む気はない 

3．わからない     4．不満だった点が改善されれば住みたい 

 

Ｑ１３．羽幌町に住んでいて良かったこと、不便を感じたこと、または、人口減少対策に

関するご意見などありましたらお書きください。     （自由に意見を記載） 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ありがとうございました。 

答え忘れがないかもう一度お確かめのうえ、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）ま

でに投函くださいますようお願いいたします。 
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◆人口減少対策のためのアンケート調査◆ 

 

●アンケート調査へのご協力のお願い 

日頃より、羽幌町のまちづくりにご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござい

ます。 

昨今、我が国においては、「まち・ひと・しごと創生法」が施行され、「人口減少問題

の克服」や「ＧＤＰなど成長力の確保」などを展望した長期ビジョンが示されたところ

であります。 

これに対し、羽幌町といたしましても、安定した雇用の創出、UIJ ターンなど新しい

人の流れをつくることや、若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえるなど、国と

地方が一体となり人口を確保していくための政策が必要と考えています。 

 このため、本調査は、企業を経営する皆様方が、若者や UIJ ターンによる人材を雇

用していただくために、どのような政策が必要なのかを把握するためのアンケート調査

で、役に立ちそうな政策や従業員の方の状況などについてのご意見等をお聞きするもの

です。 

 お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

なお、羽幌町におけるこれまでの人口と将来の人口の推計は別紙をご覧ください。 

平成２7 年５月  羽幌町長 駒井 久晃  

 

●ご注意 

お答えいただいたアンケート票は、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）までに投函

していただきますよう、お願いいたします。 

 

●ご回答にあたって 

・この調査は、羽幌町が直接行うものです。 

・この調査は、羽幌町で事業を営まれている事業所様から無作為抽出により、200 社の方々

を対象に実施させていただきました。 

・調査票は、無記名とし、回答結果は全て統計的に処理されますので、回答内容が他人に知

れることはありません。また、他の目的にも一切使用いたしません。 

 

●お問合せ 

〒０７８－４１９８  羽幌町南町１番地の１ 

  羽幌町役場 地域振興課政策推進係 担当：富樫、和田 

  ＴＥＬ：０１６４－６８－７０１３（直通） ＦＡＸ：０１６４－６２－１２１９ 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：c-seisaku@town.haboro.lg.jp 

 

 

企業向けアンケート調査 
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Ｑ１．営んでいる業種についてお答えください。            （一つに○） 

1．飲食店    2．生鮮品   3．菓子・パン  4．食料品小売  5．衣料 

6．美容・理容  7．クリーニング  8．花・植木    9．写真 

10．時計・メガネ   11．家電   12．書籍・文具  13．医薬・化粧品 

14．病院・療術等   15．工作機械器具      16．自動車販売・整備 

17．食料品製造    18．清掃・廃棄物処理    19．建設会社・工事 

20．漁業    21．幼稚園・保育園   22．福祉施設    23．運送業 

24．宿泊業  25．その他サービス（                    ） 

Ｑ２．経営されている場所（地区名）をお答えください。         （一つに○） 

1．南○条  ２．南大通  ３．港町    ４．緑町   ５．幸町   ６．南町 

７．栄町   ８．寿町   ９．北○条  10．北大通  11．浜町  12．北町 

 13．焼尻   14．天売 

Ｑ３．経営者の方の性別と年齢をお答えください。            （一つに○） 

1．男性 

2．女性 

 1．２０歳代    2．３０歳代    3．４０歳代 

4．５０歳代    5．６０歳代    6．７０歳以上 

Ｑ４．貴社に勤務されている従業員（パート含む）は、何名いますか。また、町外から通

勤している従業員は何名いますか。          （人数、記載な事項を記載） 

従業員の人数：    人 

（内、家族従業員の数：  人） 

町外にお住まいの従業員の人数：    人 

市町村名をお書きください。 

 

 

 

Ｑ５．従業員の方の年齢構成についてお答えください。また、経営者様が考える理想の

年齢構成を併せてお答えください。               （人数を記載） 

年齢階層 現在の人数 理想とする人数 

30 歳未満         人    人 

30 歳以上 50 歳未満    人    人 

50 歳以上 60 歳未満    人    人 

60 歳以上 70 歳未満    人    人 

70 歳以上    人    人 
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Ｑ６．後継者はいらっしゃいますか。また、後継者がいる場合（後継者の予定が立ってい

なくても希望者に継承させてもよい場合）は、その継承の時期をお答えください。 

（一つに○、継承の時期を記載） 

1．子どもが後を継ぐ予定（時期：       ） 

2．きょうだいや親せきが後を継ぐ予定（時期：       ） 

3．従業員が後を継ぐ予定（時期：       ） 

4．後継者の予定が立っていないが、希望者がいれば継承させてもよい 

（時期：          ） 

5．後継者がいないため、自分の代で運営をやめようと思っている 

6．その他（                              ） 

7．まだ後継者を考える年齢ではない 

 

Ｑ７．地方創生のために、どのような施策が経営者様の事業活性化や新たな事業展開に役

立つとお考えでしょうか。            （あてはまるもの全てに○） 

1．商品開発や販路拡大等の支援 

2．新規創業に対する経営アドバイスや融資等の支援 

3．創業者の資金調達の円滑化支援 

4．国内外での宣伝活動等の支援 

5．農水産物の新たなブランドの育成・認証とＰＲの支援 

6．６次産業化の取り組み支援 

7．観光振興策の支援 

8．他圏域から必要な能力を有する人材確保支援 

9．産学官の共同研究の支援 

10．女性の雇用促進の支援（子育て支援） 

11．農地の有効活用や流動化促進等による農業の担い手確保・育成 

12．漁場の再生、蓄養漁業の推進等による漁獲物の安定供給と漁獲量の増加 

13．教育機関と連携した雇用の確保支援（長期インターンシップの実施など） 

14．高齢者の就労支援や技能の活用支援 

15．ブロードバンドなど IT 環境の活用支援 

16．電子商取引など産業活動における IT 化支援 

17．住宅確保の支援 

18．後継者募集の支援 

19．その他（                               ） 
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Ｑ８．若者やＵＩＪターンによる人材を雇用するために、お考えの具体的な事業がありま

したらお書きください。                  （自由に意見を記載） 

 

 

Ｑ９．その他、人口減少対策のためのご意見等がありましたらお書きください。             

（自由に意見を記載） 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ありがとうございました。 

答え忘れがないかもう一度お確かめのうえ、返信用封筒に入れ、６月８日（月曜日）ま

でに投函くださいますようお願いいたします。 

 



昨年昨年昨年昨年５５５５月月月月にににに民間研究機関民間研究機関民間研究機関民間研究機関「「「「日本創生会議日本創生会議日本創生会議日本創生会議

年年年年のののの間間間間にににに、、、、２０２０２０２０～～～～３９３９３９３９歳歳歳歳のののの女性女性女性女性のののの数数数数がががが半分以下半分以下半分以下半分以下

可能性都市可能性都市可能性都市可能性都市）』）』）』）』をををを発表発表発表発表したことをきっかけとしてしたことをきっかけとしてしたことをきっかけとしてしたことをきっかけとして

りりりり組組組組むためのむためのむためのむための「「「「まち・ひと・しごとまち・ひと・しごとまち・ひと・しごとまち・ひと・しごと創生長期創生長期創生長期創生長期

ごとごとごとごと創生総合戦略創生総合戦略創生総合戦略創生総合戦略」」」」をををを１２１２１２１２月月月月にににに策定策定策定策定しましたしましたしましたしました

これによってこれによってこれによってこれによって、、、、市町村市町村市町村市町村でもでもでもでも、、、、各地域各地域各地域各地域のののの

「「「「総合戦略総合戦略総合戦略総合戦略」」」」のののの策定策定策定策定がががが求求求求められておりめられておりめられておりめられており、、、、

進進進進めることとしていますめることとしていますめることとしていますめることとしています。。。。

そこでそこでそこでそこで皆皆皆皆さんにはさんにはさんにはさんには、、、、次次次次のグラフをごのグラフをごのグラフをごのグラフをご覧覧覧覧

てててて、、、、理解理解理解理解していただきたいとしていただきたいとしていただきたいとしていただきたいと思思思思いますいますいますいます。。。。

羽幌町における羽幌町における

地方創生地方創生

今までの人口と将来

35,000
1965年30,266人

9,0009,000

裏面もあります
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羽幌町の人口は、昭和40（1965）年の

22（2010）年には、7,964人になりました

また、将来の人口を４つの場合で考えてみましたが

少は避けられない結果となっています。

国勢調査（1920年 2010年）
① 人口移動が今後⼀定程度縮⼩した場合
② 人口移動が現在のペースで続いた場合
③ 人口移動が今後⼀定程度縮⼩し、かつ出⽣率が上昇した場合
④ 人口移動がゼロ（転⼊＝転出）になり、かつ出⽣率が上昇した場合

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

日本創生会議日本創生会議日本創生会議日本創生会議」」」」がががが、『、『、『、『２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年からからからから２０４０２０４０２０４０２０４０

半分以下半分以下半分以下半分以下になってしまうになってしまうになってしまうになってしまう市町村市町村市町村市町村（（（（消滅消滅消滅消滅

したことをきっかけとしてしたことをきっかけとしてしたことをきっかけとしてしたことをきっかけとして、、、、政府政府政府政府はははは人口減少対策人口減少対策人口減少対策人口減少対策にににに取取取取

創生長期創生長期創生長期創生長期ビジョンビジョンビジョンビジョン」」」」とととと「「「「まち・ひと・しまち・ひと・しまち・ひと・しまち・ひと・し

しましたしましたしましたしました。。。。

のののの状況状況状況状況にあったにあったにあったにあった「「「「人口人口人口人口ビジョンビジョンビジョンビジョン」」」」とととと

、、、、今後今後今後今後、、、、羽幌町羽幌町羽幌町羽幌町においてもにおいてもにおいてもにおいても策定作業策定作業策定作業策定作業をををを

覧覧覧覧になりになりになりになり、、、、羽幌町羽幌町羽幌町羽幌町のののの人口人口人口人口のののの現状現状現状現状についについについについ

。。。。

における人口の現状とにおける人口の現状と

地方創生について地方創生について

将来の人口の推計は？
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もあります
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2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

の30,266人をピークに減り続け、平成

になりました。

えてみましたが、いずれの場合でも、人口減

2040年3,704人

2060年4,578人

2060年2,434人

移動が今後⼀定程度縮⼩した場合
移動が現在のペースで続いた場合
移動が今後⼀定程度縮⼩し、かつ出⽣率が上昇した場合
移動がゼロ（転⼊＝転出）になり、かつ出⽣率が上昇した場合
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出生・死亡と転入・転出

羽幌町の人口減少は、「自然減（死亡数

出者数が転入者数を上回る）」の両方で進

人減少しています。【自然減が50人程度・

1980 1984 1988 1992 1996 2000 2004 2008 2012

出生 死亡

150

125

100

75

50

25

1,000
最大2008年133人

最少2013年40人

1990年に初めて死亡

数が出生数を上回る

羽幌町ではどんなことをするの

この人口減少を食い止めるため、「人口

具体的な取り組みを進めていきます。

「人口ビジョン」と「総合戦略」の策定

どで構成する検討会議を中心に進めていきますが

さんから多くのご意見をうかがい、よりよい

指します。

また、今後、町内にお住まいの20歳以上

いただき、結婚や子育てに関するアンケート

ビジョン策定にあたっての重要な調査となりますので

際はご協力をお願いします。

Ｑ．人口ビジョンって？

Ａ．羽幌町の人口の現状を分析し、今後目指

示すものです。

Ｑ．総合戦略って？

Ａ．人口ビジョンなどを踏まえて、羽幌町における

成32年度）の政策目標や施策の基本的方向

裏面もあります

羽幌町役場 地域振興課政策推進係

【電話】0164-68-7013 【ＦＡＸ】0164

転出の状況はどうなってるの？

死亡数が出生数を上回る）」と「社会減（転

進んでおり、ここ数年は、年間で約150

・社会減が100人程度】

1980 1984 1988 1992 1996 2000 2004 2008 2012

転入 転出

1,000

800

600

400

200
最少2011年158人

最少2010年315人

ではどんなことをするの？

人口ビジョン」と「総合戦略」を策定し、

策定は、産業界、行政機関、金融機関な

めていきますが、町政懇談会などで、町民の皆

よりよい人口ビジョンと総合戦略の策定を目

歳以上の方1,200人を無作為で選ばさせて

するアンケート調査を行います。この調査は、人口

となりますので、調査票がお手元に届いた

今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を

における今後５か年（平成27年度から平

基本的方向、具体的な施策をまとめたものです。

もあります

0164-62-1219



 

 

  



 
 

 
 

 
 

 

 


